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構想責任者　理工学部長・大学院理工学研究科委員長　青山　藤詞郎

申請者　慶應義塾大学長　清家　篤

文部科学省 平成23年度採択 大学の世界展開力強化事業

「グローバルエンジニア育成のための
欧州理工系大学との連携プログラムの構築」
事業報告書発行にあたって

この報告書は、平成23（2011）年度から5年間、
大学の世界展開力強化事業のもとで実施された
取り組みとその成果をまとめたものです。本事業
は、グローバルな視野を持ち世界共通の問題解決
へ向けた活動ができるエンジニアを育成すること
を目的として、特にEU圏を中心とした理工系高等
教育機関によって構成されるネットワークである
T.I.M.E.(Top Industrial Managers for Europe)
との連携を柱として行われました。5年間の事業を
通して、修士課程におけるダブルディグリープロ
グラムの積極的な展開が行われ、本事業開始前の4
校から12校まで拡大され当初の目標を達成するこ
とができました。その結果、欧州の各提携大学か
ら本学理工学研究科への留学生の増加と、本学大
学院修士課程在学生の各提携校へのダブルディグ
リー留学の幅を飛躍的に拡大することができていま
す。さらに、平成25年度中には、慶應義塾大学が
T.I.M.EのAdvisory Committee（運営委員会）メ
ンバーに選出され、ダブルディグリープログラムの

運営に深く関わっていくことになりました。博士課
程学生については、国際共同指導の推進のもとに、
世界著名大学の教員招聘や本学の教員・学生の国
外派遣が行われました。学部生を対象とした導入
プログラムについては、学部１・２年生を対象とし
た「グローバルリーダーシップセミナー」を新たに
開講し、授業の一環として短期海外実地研修を行
い、早い時期に世界的な視野を育み、その後の留
学や国外中長期研修などへのモチベーションを与
える場を提供することができました。その他、事業
内容の詳細につきましては、報告書に記載された
内容をご覧いただきたいと思います。本事業を通し
て、慶應義塾大学理工学部・大学院理工学研究科
の国際的な教育研究の推進に加速をつけることが
できました。今後は、本事業を通して得られた多く
の知見を活かし、さらなる国際展開を進めてまいり
ます。この場をお借りして、本事業の推進にあたり
ご支援、ご協力を賜りました関係者の皆様に重ねて
御礼申し上げます。

慶應義塾大学は、平成26年度に採択された
「スーパーグローバル大学創成支援」事業を受け、
学問によってさらに国際社会に貢献することを目指
しています。そうした大学の国際教育の質を高める
取り組みとしてダブルディグリーは重要であり、現
在の国内最多を誇る26件のプログラムをさらに増
やす計画です。このなかで、12件のプログラムを
欧州6か国との間で順調に運営している理工学部・
大学院理工学研究科の「グローバルエンジニア育

成のための欧州理工系大学との連携プログラムの
構築」は重要な推進役を果たしてきました。また、
ダブルディグリーを経て博士課程へ進学し研究者
の道を歩み、大学間国際共同研究の道筋をつけた
ケースも見られ、さらに欧州の大学コンソーシアム
T.I.M.E. Associationの運営にも参画するなど、こ
の事業の開始当初の期待を大きく上回る成果が得
られており、慶應義塾大学全体の国際化教育の質
の向上に大きく貢献しています。
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平成23年度
大学の世界展開力
強化事業への申請

■  ビジョン
　グローバルな視野を持ち世界共通の問題解
決へ向けて活動のできるエンジニアを育成す
ることを目的として、EU圏を中心に53の理
工系高等教育機関が形成するネットワークで
あるT.I.M.E.（Top Industrial Managers for 
Europe）Associationとの連携を柱として、以
下の事業を行う。
(1)修士課程におけるダブルディグリープログラ
ムの展開
　すでに導入されている欧州理工系大学
（T.I.M.E. Association加盟大学）とのダブル
ディグリープログラムの協定校を現在の４校から
１０校程度まで拡大し、日本人学生に対して留学
の選択肢を増やすとともに、協定校から受け入れ
る留学生の多様性を高め、キャンパス全体の国際
色を豊かにする。
(2)博士課程学生の共同指導を通じた国際的協同
事業の展開
　ダブルディグリープログラム参加学生の修士論
文共同指導をきっかけとしてさらに博士課程での
共同指導へと接続する。そこから生まれた共同研
究のテーマを軸に、両国関係研究者で国際協同研
究プロジェクトを立ち上げる。
(3)学部生を対象とした導入プログラムの提供な
らびに準備課程の整備
　留学の準備課程として学部学生に対し短期のサ
マースクールを複数用意して、欧州で学ぶことを
実感する機会を提供する。また、学部１・２年生
を対象に少人数体制の「国際人材育成セミナー」

を開講し、世界の中での自分の立ち位置を理解さ
せるとともに、外国語教育と国際的な教養科目の
充実を図る。
(4)協定校学生に対する日本留学紹介プログラム
の実行
　夏季休暇期間に各国協定校の学生向けに特化し
た本学および日本の紹介を目的とした短期講座を
設置する。日本語の学習履歴に応じた日本語指導
と低学年学生向けの研究室体験セミナーを実施
し、修士課程における進路として本学大学院を紹
介する。
(5)産業界との連携によるインターンシップ科目
の提供と修了後の進路整備
　主に留学生に対して大学院在籍中の休暇期間を
利用して日本企業でのインターンシップの機会を
提供する。また、日本での就職を希望する学生に
対して早期に情報提供を行う。
(6)その他、学術交流を促進するシンポジウム・
研究集会等の開催等
　事業の紹介などを目的とした集会開催、
T.I.M.E. Association年次総会のホスト、共同研
究の発表会などを開催する。
将来的な発展性を含めた全体像
　20世紀末の欧州統合を機に、欧米先進諸国に
おいて高等教育の関心は単なる留学生獲得競争か
ら選択的なパートナーシップに基づく協調・協力
へと移りつつある。すなわち、高等教育における
人材育成は国際協同事業の性格を強めており、我
が国の大学もその輪に積極的に参加することが求
められる。本事業ではそのような良質のネット
ワークを代表するT.I.M.E. Associationへの参画

　ここでは平成23年度に「グローバルエンジニ
ア育成のための欧州理工系大学との連携プログラ
ムの構築」と題した取り組みを申請した際の申請
書の内容をほぼそのままの形で転載する。

　ここで計画された項目についてはそのまま実行
されただけではなく、中には予想以上の成果がも
たらされたものもある。それらの成果については
次章以降の報告で詳述する。

構想の目的および概要

構想の概念図
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を強化し、多彩な教育プログラムを学生に提供す
ることで、言語や文化の違いを乗り越えて国際的
な人脈を背景に活動できるグローバル人材の育成
を目指す。事業期間終了時を目途に、日本人学生
については修士課程ならびに博士課程在籍者のう
ちそれぞれ5%程度（70名程度）および50%程度
（70名程度）が少なくとも1学期間は海外で過ご

すカリキュラムを整備する。一方で、協定校から
のダブルディグリープログラムによる外国人学生
の受け入れ数は現状に対し年間50名程度の増員
を目指す。これらの事業を継続するために優良な
パートナーシップの継続性を重視し、学生・教職
員に対して経常的にグローバルな感覚を醸成する
ようなキャンパス環境を整備する。
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(1)修士レベルのダブルディグリープログラム拡張
　慶應義塾大学理工学部・理工学研究科は2005
年にフランス・エコールサントラルグループと学
部・修士一貫型のダブルディグリー（DD）プロ
グラムの協定に調印し、これまでに40名以上の日
本人学生のフランスへの派遣および60名以上のフ
ランス人学生の受け入れを行ってきた。この実績
をベースとして、2007年に東北大学と並び日本の
大学として初めて欧州の理工系高等教育機関のコ
ンソーシアムであるT.I.M.E. Association（Top 
Industrial Managers for Europe）に加盟すると
ともに新たなDD制度の導入を開始し、2011年7月
現在ではT.I.M.E.加盟国である欧州の3カ国4機関
と修士課程DDプログラムの運用を行っている。カ
リキュラムの内容、成績管理、学位授与の基準は
T.I.M.E.が定める基準に準拠しており、質の確保に
努めている。本事業の期間中に他のT.I.M.E.加盟校
とのDD協定を順次進め、学生に対し派遣先の選択
肢を増やすとともに、現在の協定校との学生交換
数を増すなどさらなる充実を図る。
　この事業において特徴となるのは、本学と欧州
の修士課程の性格の違いにより、両者を補完する
形でカリキュラムが構成されることにある。すな
わち、本学の修士課程の修了要件30単位のうち科
目履修と研究科目がそれぞれ20単位と10単位を
占めるが、一般的な学生の実働時間でみれば研究
科目（修士論文）に費やす時間が全体の8割程度
となる。一方で、欧州の典型的な修士課程は1学
期あたり30ECTS（European Credit Transfer 
System）と定められたカリキュラムをこなし、最
後の４学期目までは研究プロジェクトに割く時間の
割合は低い。これらの特徴に基づいて、日本人学
生向けのDDプログラムは、４月入学後の春学期の
科目履修、同じ年の秋学期から３学期にわたる欧
州協定校の修士課程におけるコースワーク中心の
カリキュラム、および帰国後の修士論文制作へ向
けた研究中心の１年間の、合計３年間で構成される
(図)。すなわち、欧州の標準的なカリキュラムで提
供される４学期目の研究プロジェクトが１年間に拡
張される形となるが、派遣先の指導教員と派遣元
の本学指導教員の連携により、修士論文の共同指
導体制がとられることが想定されている。さらに、
このことをきっかけとして博士課程での共同指導
体制へと発展することが期待される。

　一方、欧州の学生に提供されるカリキュラムは、
通常の修士課程の最初の２学期を欧州での科目履修
に充てたのちに本学修士課程に設置された「先端科
学技術国際コース」に入学し、２年間をかけてさら
なる科目履修と研究活動に従事する。修士論文は本
学に提出され審査を受けたのちに、協定校毎の取り
決めに従って帰国後に再度審査を受ける場合と、審
査を受けずに学位授与がなされる場合があるが、学
生が執筆する修士論文は１編のみとなる。今後、イ
ンターネット回線を用いたテレビ会議による合同審
査会を導入するケースも想定される。

(2)博士課程学生の共同指導を通じた国際的協同
事業の展開
　前述のように、日本人学生向けのDDプログラムで
は修士論文の共同指導をきっかけとして博士課程で
の継続的な共同研究指導へと接続することが期待さ
れる。この場合、博士課程学生の研究指導を通じて
の双方の教員ならびに研究グループの関係強化、さ
らに国際共同研究事業への発展も期待される。学生
にとっては本学博士課程に学籍を残したまま欧州の
協定校で研究活動に従事するメリットがある一方、
本学の研究者にとっては学生の共同指導を通じた共
同研究プロジェクトの運用により、DDプログラムの
参加者以外の日本人学生ならびに他の留学生を取り
込む形で研究活動が展開されることが期待できる。
(3)学部生を対象とした導入プログラムの提供な
らびに準備課程の整備
　21世紀を生きる理系人材には理系学問のみならず
幅広い見識や教養が今まで以上に要求されてい

１．交流プログラムの枠組み
る。とりわけ国際的な視野や価値観の獲得が不可
欠である。そのためには単に関連科目の履修だけ
ではなく、たとえ短期でも実際に海外に出かける
ことが最も効果的であるとの考え方から、学部生
を対象に、短期サマースクール、少人数セミナー
「国際人材育成セミナー」、外国語教育と国際教
養科目の充実を計画している。
　まず、欧州の協定大学の実際を経験するための
長期休業期間を利用した短期研修プログラム（夏
季、春季）を企画する。現在既に理工学部学生の
ためにアーヘン工科大学サマースクールが開講さ
れており、このサマースクールの参加者がその後
大学院レベルで長期の留学を実現する例が増えて
いる。このサマースクールをモデルとし、学部生
対象の短期研修プログラム(夏季、春季)の複数実
施を目指す。これらの導入プログラムに参加する
ことにより、学生に大学院進学後のDDプログラ
ムへの参加を現実的に検討する機会を与えるとと
もに、長期留学をした場合のカルチャーショック
などの障壁を軽減することができると考える。
　また、理工学部１・２年生を対象とした少人数の
セミナー「国際人材育成セミナー」を平成24年度
に開講する。「国際人材育成セミナー」の目的は、
学生たちに入学直後から海外に目を向けさせるこ
とで世界の中での自分の立ち位置を理解させ、将
来的には世界を舞台に活躍できるよう広い視野を
持たせることと、理論立てて自分の意見が主張で
きるようにすることである。具体的には、１）特定
のテーマについての日本語・英語による討論、２）
外国人留学生を招いてのインテンシブな発表と議
論、３）各自が自分で設定したテーマについて、指
導教員の指導を受けつつ行う学生主導型・問題解
決型のプロジェクト、の３本立てである。
　さらに、国際教養科目、外国語科目、海外研修
をコアとした、学部生対象の「グローバル人材育
成に向けての学部教育システム」を準備中であ
る。理工系科目の副専攻と位置付け、上記「国際
人材育成セミナー」の履修と学部卒業までの短期
留学を必修とし、条件を満たした者には卒業時に
認定証（サーティフィケート）を発行する。
　また、欧米等で開催されるサマースクールは日
本の春学期後半に相当する6・7月に集中するこ
とから、これらへの参加機会の確保を目的として
クウォーター制を導入する。
(4)協定校学生に対する日本留学紹介プログラム
の実行
　日本人学部生を対象とした導入プログラムと同

様の短期プログラムを、欧州の協定先大学学生に
向けて企画する。エンジニアリングの授業と日本語
の授業を組み合わせることにより、日本での高等教
育を実感し、また基礎的な日本語の習得により全く
異なる文化圏で生活する事への心理的ハードルを
下げ、より長期的な留学希望者の獲得を目指す。
(5)産業界との連携によるインターンシップ科目
の提供と修了後の進路整備
　グローバル人材の育成に関心の高い企業を中心
に、修士課程に在籍する日本人学生ならびに留学
生向けのインターンシップ科目の充実を図る。欧
州の理工系大学では１学期間程度の企業研修が行
われることは一般的であるが、本学の修士課程に
おいては夏休みまたは春休み期間中の研修を前提
とする。
　派遣先としては欧州にこだわらず、米国・アジ
ア等へも積極的に送り出すこととする。これま
で、学部生に対しても米国西海岸へ毎年数十名の
派遣実績があるが、上記クウォーター制導入によ
り6月から9月までの長期にわたる派遣が可能と
なるので、さらに拡張した形で新たなプログラム
を提示する。
　留学生にとっては日本企業の先進的な研究施設
や製造設備に触れることで、科学技術のさらなる
広がりを実感するとともに、就職に先立ち日本企
業の実情を経験する機会となる。
　修了後の進路整備については、通常行われてい
る就職説明会を基本として、外資系企業・グロー
バル企業に働きかけてフォーラムを主催する。
(6)その他、学術交流を促進するシンポジウム・
研究集会等の開催等
　事業期間中に2回ないし3回程度、工学系国
際高等教育に関するシンポジウムを開催する。
そのうち1回は欧州の理工系高等教育機関のコ
ンソーシアムT.I.M.E. AssociationのGeneral 
Assembly（年次総会）を2014年にホストする
ことを計画する。また、国内関係大学向けの情報
交換を目的とした研究集会、大学院生の共同指導
をきっかけとして発展した本学と協定校の共同研
究の成果発表会などを順次企画する。
　また、大学の研究活動を紹介する手法としてす
でに導入されているYouTube等のメディアによ
る豊富かつタイムリーな情報提供を積極的に進め
る。また、研究紹介に加えて一部講義科目も動画
として配信するとともにアーカイブを作成する。

図：修士DDプログラムの履修モデル
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■  修士レベルのダブルディグリープログ
■  ラム拡張
概要：ダブルディグリープログラムは通常2年間
の修士課程を3年間に拡張し、本学と協定校で一
連のカリキュラムを修得することが求められる。
本学からは修士（工学または理学）の学位が、
協定校からは修士相当の学位がそれぞれ発行され
るため、単位の相互認定は原則として行う必要が
ない。成績管理についてはそれぞれの大学で現地
学生と同じカリキュラムを同じ基準で修得するこ
とが求められるが、現状の要求事項に対して追加
される項目はない。ただし、プログラムに参加す
る学生に関しては学部における学業成績でおおむ
ね上位20%以上に相当する成績を修めているこ
とを基準として書類選考ならびに面接を行うこと
で質を確保する。なお、これらの課程は全般とし
て、T.I.M.E. Associationが定める規則に準拠す
ることで国際的な通用性を確保する。

日本人学生について：学習課程は、①4月に開始
する修士課程1年次春学期、②派遣先で学ぶ1.5
年ないし2年間の修士課程、および③帰国後に本
学で修士論文作成のために行う課題研究のための
1年ないし0.5年にわけられる。これらの一連の
カリキュラムを終えることで30単位を取得し修
士論文の提出をもって本学からは修士（工学また
は理学）の学位が授与される。
①修士1年春学期には1年次の「課題研究（4単
位）」ならびに修了要件に相当する20単位の
講義科目をおおむねすべて受講することが推奨
される。本学では学部4年次に大学院設置科目
を最大8単位取得する先取り制度が設けられて
おり、大学院に内部から進学する学生の多くは
この制度を利用することで大学院進学後の授業
負担を軽減している。これまでの運用において
はDDプログラム参加学生全員が春学期に20単
位の講義科目の単位取得を終えている。
②派遣先では最初の2学期間は主に講義科目と
一部の実習科目を受講する。3学期目に研究プ
ロジェクトに参加する場合には①で終えている
「課題研究」におおむね該当する分野で指導教
員を定める。

③帰国後には「特別研究第1（6単位）」に着
手し、修士論文の作成にあたる。その際、②の
最後の1学期に携わった研究プロジェクトの指
導教員と本学大学院の指導教員の間での連携に
より、実質的な共同指導体制がとられることが
想定されている。①の開始から3年目の3月に
修士課程を修了した時点で本学および協定校か
らそれぞれ学位が授与される。その際、修士論
文の審査は慶應義塾大学大学院理工学研究科で
通常行われる審査と同様の手続き・基準で行わ
れる。一方、同じ論文を協定校に郵送し審査を
受けるが、協定校それぞれの方針に従って、テ
レビ会議による審査会を行うケースも想定され
る。

協定校からの留学生について：学習課程は①所属
大学大学院における修士課程の1年目のカリキュ
ラム、②慶應義塾大学における2年間の修士課程
に分けられる。この場合、協定により①での成績
不良者は②の課程に進むことができないが、それ
以外は慶應義塾大学大学院において定める2年間
の修士課程を修了した場合にそれぞれの大学から
修士の学位が授与される。日本人学生の場合と同
様に、提出する修士論文は1編のみであり、慶應
義塾大学での修士論文審査を経て、所属大学が定
める手続きに従って修士論文の審査を受ける。
②の慶應義塾大学における修士課程は「先端科学
技術国際コース（IGP）」が提供する英語科目の
受講が想定されているが、日本語学力が十分とみ
なされる学生は日本語で提供される科目を受講す
ることもできる。なお、IGPは9月入学・9月修
了を基本としていることからEUのアカデミック
カレンダーとの整合性が確保される。

■  学部生を対象とした導入プログラムな
■  らびに準備課程について
　修士課程での留学に先立ち、主に学部１・2年
生を対象とした導入プログラムを理工学部の共通
課程に「グローバル人材に向けての学部教育シス
テム」として整備する。国際教養科目（講義科
目、一部セミナー形式）、外国語科目（講義科

２．質の保証を伴った魅力的な大学間交流の枠組みの形成
目）、海外研修（国外での短期プログラム）をコ
アとした構成とする。慶應義塾大学理工学部では
学生は2年次から11の学科に分かれ、それぞれ学
科ごとに提供される基礎専門科目を履修し、卒業
研究を行うことで学部卒業の要件を満たしている
が、それと並列した形で上記の共通課程を設置
し、理工系科目に対する「副専攻」と位置付け、
DDプログラムへの参加者に限らず、国際プログ
ラムに関心を持つ学生の参加を広く募る。
　科目構成としては、必修科目として少人数で行
う「国際人材育成セミナー」の履修と学部卒業ま
での短期留学（インターンシップを含む）を定
め、条件を満たした者には卒業時に認定証（サー
ティフィケート）を発行する。これらの科目群は
一部英語で行うため、交換留学生の受け入れプロ
グラムとしても提供され、そのことによりキャン
パス内で外国人留学生との日常的な交流が生まれ
ることが期待される。
　また、これらの学部生向け科目の運用に際して
は、大学院に留学している外国人学生をTAとし
て積極的に雇用し、日本人学生、留学生のそれぞ
れに対して国籍の異なる同年代の若者と触れ合う
機会をできる限り多く提供するように努める。

　学科ごとの専門基礎課程においては、学科ごと
に可能な限りクウォーター制を導入し、日本と欧
米諸国のアカデミックカレンダーのずれを吸収す
ることとする。たとえば、現状で4月から7月末
まで開講される春学期を4・5月および6・7月の
前半・後半に分け、前半の期間に必修科目を集中
的に配置し、後半は学生の履修の自由度を高め
る。このことにより、主に学部3年生に対して、
欧米の夏休みに相当する6・7月に数多く開講さ
れる、海外でのサマースクールへの参加を奨励す
る。
　クウォーター制にすることで設置科目間相互の
連結がよりスムーズになるメリットがある一方
で、講義開始から期末試験までの期間が通常のセ
メスター制の半分に短縮されるため、学生によっ
ては科目内容の修得が困難となる可能性がある。
このことから、前半の期間の最後に行われる必修
科目の期末試験に不合格となった学生には、後半
の期間の海外でのサマースクールへの参加よりも
補講を優先させ、後半期の最後に追試験の受験機
会を与える。
　後半期のサマースクールに参加した学生が取得
した単位については、科目の内容を精査したうえ

で、通常の学科専門科目（選択科目）の扱いと同
様に卒業単位数に加算する。サマースクールの質
保証のために、学科教員が現地に赴き、提供され
る授業のレベルを確認することを原則とする。

■  協定校学生に対する日本留学紹介プロ
■  グラムならびに日本語教育
　日本人学生の留学に備えた準備課程と同様に、
外国人学生に対して日本での学習を留学前に体験
する機会を提供することを目的として、夏休みま
たは春休みに短期研修プログラムを提供する。開
設初年度は主に本学での学習を紹介するプログラ
ムとし、内容は日本語学習ならびに理工系の専門
基礎科目で、2週間から3週間程度の期間を標準
とする。本構想の期間中に内容を精査し、日本語
学習および専門基礎科目にそれぞれ2単位に相当
する単位を提供することを目指し、内容の充実を
図る。これは、本学国際センターが主催する夏季
および春季在外研修に参加した学生が取得する単
位数に相当する。
　また、近年の欧米からの留学生の中には修了後
に日本企業への就職を希望する例が増えつつあ
る。本来は日本語を用いることなく英語だけで学
位取得を可能とするために「国際コース」を設置
しているが、このような学生の動向にかんがみ、
希望者に対して提供する修士課程での日本語・日
本文化教育を徐々に充実させることとする。その
際、慶應義塾大学に設置されている別科日本語研
修課程の運用を担当する「日本語・日本文化研究
センター」の協力を仰ぎつつ、理工系留学生に適
した日本語カリキュラムの開発を目指す。
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(1) 外国人学生の受入れのための環境整備
　2003年度に設置された留学生対象の「先端科
学技術国際コース」の運用で蓄積された経験を
ベースに、留学生の在籍管理を行う。具体的に
は、世界標準的なカレンダーに合わせた9月入
学・9月修了を取り入れるとともに種々の学内制
度を用意し、留学生専門の学習指導教員をおくな
ど、日本語能力が科目履修のレベルに達しない留
学生でも英語により不自由なく学生生活が送れる
体制が整備されている。
　また、国際コースに入学する留学生は少なくと
も来日当初の2年間はキャンパスから徒歩圏内に
ある留学生寮「日吉インターナショナルハウス」
での居住が可能であり、管理人に加えてレジデン
ト・アシスタントを務める日本人大学院生から生
活支援を受ける。修士課程在学中には日本企業で
のインターンシップを推奨しており、就職担当教
員から日本人学生と同様のサポートが受けられ
る。日本語学習を希望する留学生は本学の別科日
本語研修課程の設置講座を受講することができ
る。近年は漢字圏以外からの留学生の中で日本で
の就職を目指す者が増加傾向にあり、彼らの就職
支援の一助として、キャンパスの移動をせずに充
実した日本語プログラムが提供できる体制を目指
している。

(2) 日本人学生の派遣のための環境整備
　現状行われている派遣プログラムの運用方法を
踏襲するとともに危機管理・事故対策を充実させ
る。具体的には、派遣前に先方での学習内容、語
学の準備、渡航の手続き等に関して複数回のガイ
ダンスを行うとともに、前年度以前の派遣学生か
ら定期的に送られてくる月例報告書を開示し、多
様な情報提供の機会を設けている。また、派遣学
生のメーリングリストによりタイムリーな情報提
供を心掛けている。
　エコールサントラル（フランス）に対し2006
年度から学生派遣を行っているダブルディグリー
プログラムの例では、現地での学習が開始するま
での徹底したフランス語学習を義務付けている。
また、派遣先では企業でのインターンシップがカ
リキュラムの一部として義務付けられているが、
受け入れ校のポリシーに従って、日本からは特段

のサポートを行わない。ただし、派遣学生の履修
状況が思わしくない場合や生活に不安を抱いてい
る状態においては先方の受入コーディネータと本
学のコーディネータの間で密に連絡をとり、必要
に応じて現地を訪問するなどしてケース毎に問題
に対処してきている。

(3) 関係大学間の連絡体制の整備
　相互を定期的に訪問するとともにテレビ会議
等を併用し密なコンタクトを保つ。とくに、
T.I.M.E.加盟校の担当者とは少なくとも年一回
開催されるT.I.M.E. Association年次総会の場
で全体的な情報交換を行う。その他、EAIE、
NAFSA、APAIEなどの国際教育関係者が出席す
る会合に随時出席し、直接的なコミュニケーショ
ンを図る。学生の派遣先とはそれ以外にも学生の
受け渡し等の機会に担当教職員が綿密な打ち合わ
せを行う。
　本学の卒業生組織である「三田会」は欧州の代
表的な都市にあって卒業生同士の情報交換の場を
提供している。過去に、フランスに留学した理工
学部学生の中には、インターンシップの受け入れ
先を「パリ三田会」の会員を通じて紹介された例
がある。
　また、本学ロンドンオフィスには専任職員が常
駐しており、現地で不測の事態が発生した場合に
は即時に対応する体制がとられている。
 

■   (1)構想の実施に伴う大学の国際化
他大学への発展について
　本申請の取り組みの中核をなす大学院修士課程
でのダブルディグリー制度は、日本人学生の派遣
において既設の修士課程に大幅な変更を加える必
要がなく、日本と欧州の大学院教育における特質
を相互補完的に利用することができる点で水平展
開が容易に可能となる。また、留学生の受け入れ
においては、欧州とのアカデミックカレンダーと
の相違を吸収すべく、9月入学・9月修了を可能
とする必要があるが、研究活動に主眼がおかれた
カリキュラムが組まれている限りにおいては、既
設のプログラムへの変更は容易にできる。以上よ
り、本取り組みを参照する事により他大学も努力
次第で導入が可能である。
　また、春季ないし夏季休業中に欧州の協定校で
開催されるサマースクールの設置において、カリ
キュラムの内容と対象とする学生を開設当初は本
学の学生に限ることを予定している。この場合、
他の日本国内の大学からの学生参加はやや限定的
とならざるを得ないと考えられるが、受入先校と
の調整を経て、設置主体を先方に委託することに
より、本学学生に限らず、広く公開することが可
能となる。当然、日本以外の国からの参加者が増
えれば、サマースクールそのものが極めて国際色
豊かなものへと発展することも期待できる。実
際、本学とアーヘン工科大学との取り決めにより
先方で開講されているサマースクールは、2007
年の設置当初は本学の学生のみを対象としていた
が、徐々に対象とする日本の大学を増やしつつ、
並行して全世界の学生を対象とするサマースクー
ルが新設され、先方の国際化に図らずも貢献する
こととなった。同様の展開が、本学でホストする
短期のサマースクールにおいても十分に期待でき
る。

相互交流について
　大学院生の相互交流および共同指導により、教
員・研究者間の交流が必然的に発生し、将来的な
共同事業への発展に期待する。特に、協定校の研
究者との博士課程学生の共同指導に従事する教
員・研究者の相互派遣を行い、双方の指導教員が
常に学生の進捗状況を理解した上で学生を指導す

る体制を整えるとともに、新たな共同研究プロ
ジェクトのシーズを育てる。これまでに行われて
きたエコールサントラルとのDDプログラムの運
用において、本学と先方のフランス人研究者の相
互交流を行ったところ、DDプログラムに参加し
た学生以外の学生も含めた研究交流が起こり、結
果的に双方の教員が博士学位の審査会に外部委員
として参加する形で共同指導体制が確立した例が
ある。
　また、組織的な研究者の相互交流を継続的に行
うことで、類似する研究分野におけるパートナー
が発生し、それを核としてエラスムス・ムンドゥ
スのようなより包括的な協同教育プログラムに発
展した実績がある。さらに、グローバルCOEの
海外拠点としても関係を深め、博士課程学生の共
同指導ならびに共同体制での学位審査も複数行わ
れている。
　このように大学院生の教育プログラムを仲立ち
とした学術交流は必然的に研究交流に発展する種
となるのは明らかであり、事業全体として単なる
カリキュラムの整備に留まらないように心掛ける
ことが重要である。一方で、交流の仲立ちとなる
大学院生の相互派遣においては、質の高い学生を
選考することが事業継続のための最重要の条件で
あるといえる。留学を希望する学生が少ないなか
で質の妥協をすることは取り組みにとって大きな
マイナスであり、それを避けるためには大学に入
学して間もない学部1・2年生に対して国際プロ
グラムの意義を伝えるために大学として最大限の
努力を払うことが求められる。大学院生の交流プ
ログラムを実のあるものとするためには、学部
生、教職員ほか、関係者一同が国際プログラムに
対して共通理解をもっていることが極めて重要で
あり、そのためのガイダンスや広報にも注力す
る。

事務局機能について
　プログラム全体のコーディネータとなる事務局
員の雇用、日本でのサマースクール開講時の日本
語担当者など補助教員雇用を行うが、新規雇用に
頼りすぎずに、常勤の教員・職員自らが国際性を
高める努力を払うことが重要である。2003年の
「先端科学技術国際コース」新設を機に、多様な
留学生がキャンパスに学ぶことの重要性に対する

３．外国人学生の受入れ及び日本人学生の派遣のための環境整備　 ４．構想の実施に伴う大学の国際化と情報の公開、成果の普及
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理解は2005年のDDプログラムの導入を経てさ
らに深まっており、この取り組みを実現するため
の体制整備にもその姿勢は十分に表れている。

■   (2)国内外への情報提供の方法・体制
　主にウェブサイトを利用することにより、多彩
でタイムリーかつ豊富な情報提供を心掛ける。
DD参加学生候補に対しては、来日後の指導教
員を検索するためのツールとして、理工学部専
任教員全員の研究内容にアクセス可能な「Staff 
Search」機能を英文ウェブサイトに設けてい
る。図1に示される通り、ウィンドウに検索ワー
ドとして教員氏名、研究分野のいずれを入力して
も教員の検索が可能であり、研究分野で検索を
行った場合には該当する教員の候補が一覧表示さ
れ、さらに発表論文や研究室のウェブサイトなど
を参照することができる。
　専任教員の約1/3に相当する80名ほどの教
員個々を紹介するためのビデオクリップを
YouTube上に確保されたKeiouniversityチャネ
ルを通じて公開している(図２)。内容は専門の撮
影・編集チームが和文および英文のナレーション
入りの5分程度のビデオクリップにまとめたもの
で、組織的に取り組んでいる。多いもので再生回
数は年間で数千回に上る。
　学部の1・2年生全員に対して、4月の新学期ガ
イダンスにおいて、プログラムへの参加の意義や
学習を通じて期待される成果、参加に必要な費
用、想定されるリスク等の解説をまとめたパンフ
レットを配付するとともに、大学のカリキュラム
の一部として国際プログラムが設定されているこ
とを繰返し説明している。大学院に設置されたプ
ログラムであっても、学部入学当初から外国語学
習など長期的な準備が必要であり、参加に先立っ
て十分な情報提供がなされるように配慮してい
る。
　一般的な短期研修プログラムや交換留学と比較
すると、DDプログラムに関する情報は一般的に
不足しているため、DDプログラムを重点的に紹
介するガイダンスは学期中に頻繁に開催してい
る。特に、外国語教員による働き掛けは低学年の
学部学生に対して特に有効であり、学生にとって
は卒業研究や修士論文の指導をうける専門課程の
教員とは異なる立場からの情報提供を受けられる
ように配慮されている。
　協定校の外国人学生に対する情報提供は、先方

のコーディネータおよび担当部署へのポスターや
パンフレット類の郵送とともに、本学専任教職員
の国外出張の機会をとらえて協定校を訪問し、学
生に対して直接的な情報提供の場を設けるように
している。

図２：YouTube上のKeiouniversityチャンネルに掲載
された理工学部教員紹介ビデオクリップ（一部）

理工学部 学生課 国際担当ウェブサイト内の
「大学の世界展開力強化事業」関連事項掲載ページ

図1：英文ウェブサイトの教員検索ページ
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事業の概要第 2 章

本章では事業の目的の項目ごとに、期間中の取
り組みの中から主な成果について概説する。個別
の詳細については次章に担当者による報告をまと
めた。事業の柱はダブルディグリープログラムの
運用にあるが、それに付随して多数の導入プログ

ラムの運用と修了後のネットワーク構築、ならび
に事業期間終了後の支援の取り組みなどが行わ
れ、総じて理工学部ならびに大学院理工学研究科
の国際性を高めることに大きな貢献があった。

■  1.修士課程におけるダブルディグリー
■  プログラムの展開
1.1 T.I.M.E.Associationへの参画と協定校の開
拓
本学における欧州の理工系高等教育機関とのダ
ブルディグリープログラムは2005年に開始した
エコールサントラルグループ（フランス）との学
部大学院一貫プログラムに端を発している。当
時、文部科学省による大学教育の国際化加速プロ
グラム（戦略的国際連携支援）に採択された「ダ
ブルディグリーによる先進的高等工学教育」事業
（2005年から5年間）がすでに始動しており、
その事業期間中にあたる2007年には欧州でダブ
ルディグリーを推進する理工系大学コンソーシア
ムT.I.M.E. Associationへの加盟を果たした。そ
の後、毎年10月に開催される年次総会への出席
と欧州の有力大学訪問などにより新たな協定先大
学候補を探す中で、2009年にはルンド大学（ス
ウェーデン）と大学院に特化したダブルディグ
リープログラムの新たな協定締結に至った。
最初のエコールサントラルグループとのプログ
ラムは学部生を派遣し大学院生を受け入れる非対
称型、ルンド大学のプログラムは期間がやや異な
るが派遣・受け入れとも大学院修士課程に閉じた
形式のものである。本事業では特に後者の形のプ
ログラムを充実させて協定校の多様性を高めると
ともに、前者の形式についてもさらなる充実を図
ることを主な目的とした。
T.I.M.E.のネットワークを最大限に活用し、
ルンド大学に続いて、KTH（スウェーデン）、

ミュンヘン工科大学（ドイツ）、ミラノ工科大学
（イタリア）、マドリード工科大学（スペイン）
と順次協定先大学を拡大した。これらの活動を
経てT.I.M.E.内での本学の認知度が徐々に高まる
中、本学はAdvisory Committeeのメンバーに
立候補し、2013年10月にミラノ工科大学で開催
された年次総会において参加者の投票を経て委員
に加わることとなった。Advisory Committee
（AC）はT.I.M.E.加盟校の中から選挙で選ばれ
た12校により構成され、コンソーシアムの様々
な事業のかじ取りを担う会議体であり、そのメン
バーは年に3回開催される会議への出席が求めら
れる。このことにより、T.I.M.E.の加盟校として
1年に1回だけ開催される年次総会に参加する状
態と比べてネットワーク内で格段に情報量が増え
た。また、欧州外から初めて加わるACメンバー
として、本学への期待も徐々に高まったことは、
本事業を通じた活動の成果のひとつといえる。

1.2 派遣・受け入れ先協定大学の多様化と参加学
生数の増加
本事業の期間中、大学院生を対象とする派遣先
協定校数は4校から10校まで増やすことができ、
学部・大学院一貫プログラムと合わせて協定先
は16校まで拡大した。また、派遣先国もフラン
ス、スウェーデン、ドイツ、イタリア、スペイ
ン、ベルギーと多様化が進んだのみならず、本学
理工学部でカバーする学問領域全般について網羅
する大学を優先的に選んだため、本学からの派遣
学生の専門分野の多様化にも貢献した。
派遣学生数は派遣先協定校の増加とともに

徐々に増え、2015年9月までの累計では101名
（13校）に達している（グラフ１）。これは、
T.I.M.E.加盟校のなかでも比較的活発な部類（上
位10校以内）に入る。2014年の派遣生数が学部
生派遣、大学院生派遣を問わず極端に減少した
が、この年はまた、ダブルディグリー以外の他の
派遣プログラムへの参加学生数も極端に減少して
いた。このことに理由があるとしたら、経団連と
大学の関係における採用活動に関する新たなルー
ルの制定が可能性として挙げられる。学生の将来
の進路決定に際して就職活動への関心は非常に高
く、そのことに大きなルール変更があった場合
に、学生の行動は保守的な傾向になることが考
えられ、留学への優先度が低下した可能性があ
る。一方で、2015年の派遣学生数はその傾向か

ら逆転し、過去最多の学生を送り出した。この年
は、ダブルディグリープログラム出願期間である
2015年2月初旬の直前、1月7日にパリで「シャ
ルリー・エブド」本社への襲撃事件があり、欧州
の治安に強い不安が感じられたため志願者数の減
少が懸念されたが、結果的には全く影響がなかっ
たといえる。さらに、2015年11月13日にはパリ
市内でより大規模な同時多発テロ事件があり、フ
ランスだけでなくベルギーやドイツの一部にもテ
ロ事件の関係者組織の潜伏が疑われた。また、シ
リアをはじめとする中東・アフリカ諸国から欧州
への大量の難民の流入とそれに伴う社会不安も欧
州への留学を考える学生にとっては不安要素とな
り得たが、2016年2月の出願者数への影響は限定
的にとどまった。

一方、欧州各国から本学へのダブルディグリー
による留学希望者数は順調に増加の一途をたど
り、2015年9月現在で累計161名に達した（グラ
フ2）。フランスの協定校からは継続的に高い関
心が寄せられており、また、ドイツ、スウェーデ
ン、イタリアからも途切れることなく参加学生が
来日している。このほかに、ダブルディグリーの
協定校からは大学院生レベルの研究研修を中心

に、半期ないし1年間の交換留学で本学を訪れる
学生も見受けられる。これらの学生たちは帰国後
に日本での生活や本学の研究に重点が置かれたカ
リキュラムの特徴などを広報する役を担ってお
り、いったん人気が高まると、本学への留学希望
は継続する。もちろん、欧州において日本留学へ
の関心が高いことが根本的な理由であり、この傾
向はまだしばらく続くことが期待される。

グラフ 1：日本人学生の参加者数推移
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■  2.博士課程学生の共同指導を通じた国
■  際的協同事業の展開
2.1 Erasmus Mundus（Erasmus+）プログラム
への参画
この事業の開始当初から、修士課程の学生を仲
立ちとした交流は、博士課程学生の相互交流や共
同研究事業への発展が期待されていた。実際、
個々の研究室による交流は指導教員同士の論文の
共同執筆などで徐々に成果が表れているが、より
組織的な成果として、Erasmus Mundusプログ
ラムへの採択を挙げることができる。
欧州政府が欧州域内高等教育機関と域外諸国
との連携を推進する目的で行ってきたErasmus 
Mundusプログラムの中で、アジア大洋州の工業
先進国との研究交流を目指した枠組み（Action 
2, Strand 2）に、本学のダブルディグリー協定
校が中心となって申請した取り組みが採択され
た。BEAM（Build on Euro-Asian Mobility）
と名付けられたプログラムは、エコールサントラ
ルパリ（フランス）、エコールサントラルナント
（同）、ブリュッセル自由大学（ベルギー）、イ
ンペリアルカレッジ（英国）、ミュンヘン工科大
学（ドイツ）、マドリード工科大学（スペイン）
の6つの欧州高等教育機関と、日本の4大学（東
工大、岡山大、慶應義塾大、早稲田大）ならびに
韓国の2大学（KAIST、漢陽大学）の間で博士課
程学生、ポスドク研究員および専任研究者の交流

を行うもので、4年間の事業期間で博士課程学生
30名、ポスドク研究員14名、専任研究者32名の
合計76名が参加した大規模なものである。
また、BEAMプログラムに引き続き、ほぼ同
じメンバー校で申請されたEASED（Euro-Asian 
Sustainable Energy Development）プログラ
ムも採択され、BEAMとほぼ同じ規模と内容で
相互交流が行われている。さらに、エコールサン
トラルナントが本学との2校間交流を目的とした
プログラムと、マドリード工科大学によるコン
ソーシアム型プログラムの2件のErasmus+プロ
グラムが2016年に開始する。
これらの派生プログラムは、ダブルディグリープ
ログラムを仲立ちとした協定校同士の信頼関係の
上に成立したものと言え、本事業の重要な副産物
としてとらえることができる。事業終了後も、ダブ
ルディグリーなどで協力関係が続く限り、この種の
共同事業への申請は継続すると考えられる。

2.2 個々の研究交流
本学専任教員のなかには、ダブルディグリーの
学生受け入れと並行する形で協定先大学との研究
交流を進化させた例が散見される。具体的な事
例は本報告書の第3章に報告されているが、研究
者、大学院生、学部学生の複合的な交流へと発展
させつつ、若い学生に対しては将来のプログラム
参加を考えるきっかけともなっている。

■  3.学部生を対象とした導入プログラム
■  の提供ならびに準備課程の整備
3.1 グローバルリーダーシップセミナーの新設
ダブルディグリープログラムは派遣期間が2年

間ないし1年半と比較的長期にわたることと、留
学先での学習の要求度の高さなどから、通常の交
換留学と比較して学生にとっては参加への敷居が
高い。そのため、学部の低学年のうちからプログ
ラムへの参加意識を高め、徐々に準備を積ませる
施策が必要である。
これまでにも夏休みや春休みに開講する短期海

外研修を留学の入門編プログラムとして提供して
いるが、本事業では学期中の授業で留学への興味
を喚起するような科目として「グローバルリー
ダーシップセミナー」を新設した。詳細は本報告
書第3章に譲るが、セミナーの聴講者にはダブル
ディグリープログラムに限らず多彩な留学プログ
ラムへの参加が認められ、この種の導入プログラ
ムの果たす重要な役割があらためて認められた。

3.2 サマーセッションの新設
英語圏の有力大学への私費留学をサポートする

米国非営利教育財団Study Abroad Foundation
との連携により、理工系学生のためのサマーセッ
ションを提供する米国大学の協力を得て、学部生
の派遣を行った。サマーセッションは米国大学の
夏休みに相当する6月から9月にかけて設置され
る短期講座である。米国内外から多くの学生が集
まるため短期の留学プログラムとして有力だが、
日本の大学からは学期の相違のため参加が困難で
あった。
本学では部分的に4学期制を導入し、6・7月の

カリキュラム履修の自由度を高めることで、一部
学生の参加への障壁を下げることができた。この
プログラムに参加した学生は4年間で合計20名程
度であるが、大学院進学後の留学の準備として有
効に機能している。

3.3 学科ごとの特質を生かした取り組み
本学理工学部における学部教育では11の学科

ごとにカリキュラムが組まれている。これらの中
には学生の目を海外へ向けることを目的とした学
外活動が独自に組み込まれており、本事業の期間
中にその取り組みを支援した。機械工学科では必
修科目「工場見学」履修者の一部を延世大学（韓
国）ないし東義大学（同）との合同で韓国内有力

企業に派遣し、また先方からの受け入れを行っ
た。また、システムデザイン工学科の選択科目
「空間デザイン海外研修」による欧州派遣プログ
ラムを本事業から支援した。これらの科目履修を
通じて海外研修を経験した学生の中からは大学院
ダブルディグリープログラムへの参加を果たした
学生が散見され、導入プログラムとしての機能が
十分に認められた。

3.4 研究室単位の活動
大学院ダブルディグリープログラムへの参加の

意思決定や準備において、学部4年次の卒業研究
のために配属される研究室での活動が大きな意味
を持つ。そのため、研究室ごとの国際的な活動に
ついても希望に応じて本事業から支援を行った。
主な活動は近隣諸国の有力大学との合同セミナー
であり、日本人学生には同世代の外国人学生との
触れ合いを通じて世界の中での自分の立ち位置に
ついて考えを巡らせる機会が与えられる。特に英
語による専門的な内容の説明や議論をすることで
学生には自らの能力について自覚を持ち、向上心
が芽生える効果が認められた。

■  4.協定校学生に対する日本留学紹介プ
■  ログラムの実行
4.1 日本語導入コースの運用
ダブルディグリープログラムに参加する欧州か

らの留学生のなかから希望者を募り、入学直前
の2週間、日本語の基礎学力向上とコミュニケー
ション機会の提供を目的とした導入コースを試験
的に運用した。一方で、日本留学を考えるきっか
けとなる機会提供プログラムとしては本学国際セ
ンターが主催する別のプログラムが同時期に開始
したこともあり、本事業での取り組みとしては継
続を打ち切った。ただし、実際に受講した留学生
には好評を得たため、この種の導入プログラムの
将来計画については議論の余地が残された。

4.2 協定校への日本人派遣による現地学生との交
流
日本留学への興味を喚起する手段として、日本

人学生の協定校への派遣にも一定の効果が認めら
れる。エコールサントラルナントが主催する「フ
ランス語フランス文化研修」は春休みの6週間、
アーヘン工科大学が主催する「ドイツ語エンジニ

グラフ 2：ダブルディグリー留学生数の推移
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アリング入門講座」は夏休みの3週間、それぞれ
本学の学部生が現地を訪れる。受け入れ先大学で
は日本語学習者など日本への関心を持つ学生との
交流機会を提供しており、このことが、先方から
本学への留学を後押しする重要な役割をはたして
いる。さらに、アーヘン工科大学では2016年3月
に新たに「ドイツ語ドイツ文化研修」を設置し、
本学の理工学部以外の学生に対しても参加機会を
提供しており、学生間のより多彩なネットワーク
構築への貢献が期待される。

■  5.産業界との連携によるインターン
■  シップ科目の提供と修了後の進路整備
5.1 卒業生組織との連携
ダブルディグリープログラムに参加したことで
修了生には社会での活動において国際的な活躍の
機会が増えることが期待される。その際、情報交
換の場として同窓会組織への期待がある。一般に
同窓会活動は企業の中核を担う人材を中心に活発
化するが、修了生はまだ比較的若く、そのような
活動に至るまではまだ数年から10年の時間を要
する。それまでの間は、大学として卒業生が集ま
る機会を提供し続ける必要があるため、本事業で
は欧州協定校からの関係者の来日機会をとらえて
そのような同窓会を複数回開催した（写真）。

5.2 企業との連携
欧州からの留学生のなかには日本での就職を希
望する者も数多いが、日本人学生の間で一般的な
スケジュールとは異なり、課程修了の間際になっ
てようやく就職活動を始めるため、日本企業の新
卒一括採用による就職の機会を逸するケースが多
く見受けられる。ただし、在学中の就職活動は学
業の障害となるだけでなく、留学生の修了時期が
9月のため、通常のカレンダーに従った活動は困
難である。そのため、修了生の就職先開拓のため
大学として在日グローバル企業との接触を模索す
る中で、在日フランス大使館貿易投資庁の「ビジ
ネスフランス」との連携でジョブフェアが計画さ
れるに至った。また、フランス人修了生の紹介等
を経て有力な欧州企業とも徐々に個別の連携が始
まっており、欧州の大学生にとって日本留学の魅
力がより高まることが期待される。

■  6.その他、学術交流を促進するシンポ
■  ジウム・研究集会の開催等
6.1 T.I.M.E.年次総会の日本誘致
本事業を通じた大きな成果の一つとして、
T.I.M.E.年次総会の日本への誘致が挙げられる。
このことで、50校を超える欧州を中心とした加
盟大学から学長・副学長・留学コーディネータの
職に就く関係者が多数来日し、日本社会の様子
を直接紹介する機会となった。年次総会の開催
はT.I.M.E.の活動の中でも大学や都市の紹介とし
て重要な意味を持つため、本学は東北大学とと
もに2010年ごろから日本での開催を提案し、執
行部や協定校へのロビー活動、2013年の本学の
Advisory Committee就任を経て、誘致の実現に
至った。
総会をホストした東北大学をサポートする形で

写真：ダブルディグリー修了生の集い（2015年10月、東京）

写真：「International Symposium on Double Degree Strategy 2015」当日の様子

本学では東京においてシンポジウムを開催し、来
日した欧州大学関係者に対して日本との大学間交
流を促進する基盤を提供した。シンポジウムの詳
細な報告は本報告書の第4章に記載があるが、シ
ンポジウム開催後に複数の大学からダブルディグ
リー協定締結の申し出を受けており、年次総会の
日本誘致が有効に機能したことが実感された。

6.2 国際人材育成資金・基金の設立
2014年の理工学部創立75年記念事業の一環で

行われた募金活動をその基盤として、国際的な活
動をする学生の支援を目的として「国際人材育成
資金」ならびに「国際人材育成基金」を設立し

た。ダブルディグリープログラムへの参加のほ
か、本事業の取り組みとして立ち上げられた種々
の学生派遣プログラムへの参加はこれらの資金源
からの支援を受けることが決まっており、すでに
2015年度から本格的に運用が始まっている。
事業の継続性において、ダブルディグリープロ

グラム自体は既存のカリキュラムの接続を基本と
しているため、運用における財政的な負担が比較
的小さいといえる。これまでに行ってきた付随す
る個々の取り組みについてはErasmus+などの外
部資金や自己資金による運用が一部可能であり、
上記の学生派遣の支援とならんで、コーディネー
タの相互訪問などが継続する見込みである。



第
１
章

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

資
料

第
３
章

1918

第 3 章 実績と成果

1.位置づけと経緯
　学部導入教育におけるグローバル化教育の柱と
して2013年度に開講した。慶應義塾大学理工学部
1，2年生対象の少人数セミナーである。｢世界に通
じる人材｣の育成のため、専門課程と教養課程の教
員が、2011年4月から2年間検討を重ねた後、開設
に至った(当初の科目設置準備期間中は｢国際人材
育成セミナー｣と言う仮称を用いていた)。
　検討開始時からのコンセプト・前提は、１）専
門教育に特化しない、世界に通じる基本的素養の
教育、２）論理的な思考力と発信力の養成、３）
海外への興味の啓蒙、である。半期完結の総合教
育科目であり、書類選考(日本語で志望動機と、英
語で自己紹介を記述させる)により理工学部1，2
年生32名が毎学期履修を許可され受講している。
　グローバルリーダーシップセミナーの検討時期
から関わってきた教員は以下の通りである。

2011年度 国際人材育成セミナー(仮称)設置検討ワーキ
ンググループ
荒金直人、井本由紀、大槻知明、小原京子、
武田朗子、竹村研治郎、山本直樹、横山由広

2012年度 国際人材育成セミナー(仮称)設置準備委員会
伊藤公平、井本由紀、牛場潤一、小國健二、
小野雅裕、小原京子、杉山由希子、高桑和
巳、竹村研治郎、ディル・ジョナサン、宮川
尚理、山下一夫、横山由広

2013年度 グローバルリーダーシップセミナー(GLS)担
当者
アルマザン・ホルヘ、井本由紀、牛場潤一、
小原京子、高桑和巳、竹村研治郎、ディル・
ジョナサン、横山由広

2014年度 グローバルリーダーシップセミナー担当者
荒金直人、井本由紀、小國健二、小原京子、
高桑和巳、竹村研治郎

2015年度 グローバルリーダーシップセミナー担当者
荒金直人、井本由紀、小國健二、小原京子、
田邊孝純、山下一夫

2.目的
　セミナーの目的は以下の2つである。１）専門
教育に入る前に、国際的な場で必要になる基本的
素養の必要性を感じ取り、体得すること、２）多
様な価値観や文化を理解し、国際的な議論に意欲
的に参加できるようになること、である。
　｢国際的な場で必要になる基本的素養｣について
は、具体的に、5つを想定している。１）国際感
覚、２）討論力、３）論理的思考力、４）言語
力、５）自律性である。まず、国際感覚とは、
「他の人の立場になって考える」ことを広い範囲
でできるよう、一生努力し続けること、と定義し
ている。さらに、｢自分の役割は何か｣を国際的な
チームの中で理解できる能力や、協調するスキル
も重要な国際感覚と考えている。討論力とは、
(日本語であっても外国語であっても)相手に応じ
て質問・議論する力である。論理的思考力とは、
論理的に考えたり、表現したりする力をさす。言
語力とは、ここでは外国語をよりきちんと運用で
きるよう努力することである。最後の自律性と
は、自分の意見を持つだけでなく、自分はどこで
もやって行けるという自信を持つことである。

3.内容
　グローバルリーダーシップセミナーは、夏休み
と春休みに実施されるグローバルリーダーシップ
セミナー実地研修を関連科目としてもっている。
学期中のグローバルリーダーシップセミナーでは
｢世界を知る｣ことが主旨であり、長期休暇中のグ
ローバルリーダーシップセミナー実地研修では｢
世界とつながる｣ことが主旨である。
　学期中のグローバルリーダーシップセミナー
では、週2回授業を行い、半期で4単位の科目と

「グローバルリーダーシップセミナー（GLS）」 小原京子
実施期間：2013年度～2015年度

　これまでの授業のテーマは下記の通りである。

なっている。週2回のうち、前半は日本語による
講演と質疑応答、後半は同じテーマで英語討論
を行っている。また、1学期を3週間ごとの4つの

タームに分け、タームごとに別々のトピックにつ
いて学ばせるようにしている(以下参照)。

　このように、合計4つのトピックについてそれ
ぞれ3週間かけて深く掘り下げること、週二回の
少人数セミナー形式授業で日本語と英語で議論す
ること、グローバルリーダーシップセミナー実地

研修参加の機会がある(募集人数を超える応募が
あった時には、グローバルリーダーシップセミ
ナー既履修者と現履修者が優先される)ことが、
この科目の特徴である。

荒金直人 客観性とは何か
小國健二 地震防災技術による国際貢献
田邉孝純 科学分野におけるグローバルリーダー
山下一夫 ムラ社会とグローバリゼーション
竹村研治郎 途上国との関係と適正技術
牛場潤一 ヒトと機械の境界面
高桑和巳 大学とは
ディル・ジョナサン グローバライゼーションとは
横山由広 山谷から、日本と世界の医療課題に挑戦！
アルマザン・ホルヘ "Foreignness as a Thinking Tool: A Perspective from Urban Research"

■ グローバルリーダーシップセミナー（GLS） ■

写真：グローバルリーダーシップセミナーの様子
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成果
　履修生へのアンケート実施結果から、代表的な
コメント例のいくつかを以下に挙げる。
・答えではなく事実や現実を知り、自分たちで
解決策を考えることが多く、大学に入る前に
イメージしていた授業だった

・意識の高い仲間と出会えた
・普段接しないテーマに触れることができ、そ
れについて議論ができた

・大変だったがそれ以上に楽しい授業だった
・自らの成長を感じることもでき、非常に面白
い授業だった

・ぜひ今後も続けてほしい
・もっと日本語で議論したかった
・英語で話すことに抵抗を感じなくなった

　以下は、担当教員らに履修生たちに伝えたいこ
とについてアンケートを行った結果の一部である。
・直接的な知識でなく、刺激を提供したい
・世界的かつ現実的な諸問題に、率先して、地
道に向きあい、考え続けることこそがリー
ダーの資質であり、その資質がきちんと備わ
りさえすればそのリーダーはおのずとグロー
バルたりえる

・あらゆることに対して自分で深く考え、よく

調べ、自分の意見を形成し、他者との議論を
通じて自分の考えを更に磨く、というプロセ
スの重要性

・Real learning begins the moment a 
student begins to take responsibility for 
their own learning and owns their own 
opinions. There is no single answer for 
every student. They all have different 
paths to take. Rather, they must gain 
the confidence they need to sort things 
out for themselves and to find their own 
answers. 

　また、グローバルリーダーシップセミナー開講
3年目にして、この科目の履修後に海外短期研修
プログラム、交換留学プログラム、ダブルディグ
リープログラムに応募・合格し、参加する学生が
年々増えている。今後はさらに詳しく、学生たち
の履修後の追跡調査を行う予定である。

今後の展望
　冒頭に述べたとおり、この科目は慶應理工学部
創立75年を記念し、学部導入教育の柱として開
講された。創立100年を迎える頃にはこの科目の
既習者・卒業生が実際に多方面で世界のリーダー
として活躍していることを切に願っている。

1.位置づけと経緯
　グローバルリーダーシップセミナー実地研修
は、通常授業のグローバルリーダーシップセミ
ナーとリンクし、理工学部の１、２年生を対象
に、海外の理工学部学生と英語で議論することで
｢世界とつながり｣、海外に眼を向ける第一歩にし
てもらう企画として立案され、秋学期については
台湾を研修先として設定した。
　これは、台湾は日本と地理的・文化的に近く、
またお互い母語ではない英語を用いることで、比
較的平等に意見交換を行うことを企図している。
2013年度に台湾大学電機系と第一回を実施した
後、2014年度以降は淡江大学理学院・工学院を
提携先としている。参加教員は以下の通りであ
る。
2013年度　井本由紀、竹村研治郎、山下一夫
2014年度　杉山由希子、山下一夫
2015年度　杉山由希子、奥田知明、山下一夫

2.目的・内容
　実地研修の目的は、現地理工系学部1年生・2
年生とグループワークを行い、異なる立場から英
語を用いて議論を行うことで、「多様な価値観や
文化を理解し、国際的な議論に意欲的に参加でき
る」人材としての自己形成を促すことにある。具
体的には、日本人学生と台湾人学生とで合同のグ
ループを幾つか作り、同一のテーマを巡ってグ
ループごとに議論を行い、プレゼンテーションを

行うというものである。おおまかな日程は以下の
通りである。
＜実地研修前＞
オリエンテーション

＜第１日目＞
グローバルリーダーシップに関する講義・講演
グループ分け及び課題の発表
グループワーク
グループディスカッション

＜第２日目＞
グループディスカッション
グループプレゼンテーション

＜第３日目＞
パネルディスカッション
総括

3.成果
　研修終了後、履修生を対象に行ったアンケート
では、「お互いに母語では無い英語で討論を行っ
たことは大変に有意義だった」「台湾人学生の方
が英語が上手で、大いに刺激を受けた」「台湾
は、日本と近いようで様々な点で異なっており、
そうした差異について勉強するきっかけとなっ
た」「海外の学生が考えていることが、自分と同
じ点もあれば、異なる点もあることが解り、とて
も面白かった」といった意見が出された。実施の
成果としては肯定的な評価を得ていると言うこと
ができるだろう。

「グローバルリーダーシップセミナー実地研修（秋学期集中）」 山下一夫
実施期間：2013年度～2015年度
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趣旨
　慶應義塾大学理工学部では、学期中の「グロー
バルリーダーシップセミナー」と休み期間中の
「グローバルリーダーシップセミナー実地研修」
を実施している。学期中のセミナーでは、世界規
模の課題や学生に将来期待される社会的責任など
について日本語と英語で議論することによって、
視野を広げるとともに、正解のない問題に対して
熟考する力を養っている。一方、休み期間中の実
地研修は外国の大学と合同で実施され、設定され
たトピックについて双方の学生が集中的に議論
し、グループごとの結論をプレゼンテーションす
ることによって、グローバル社会でのリーダー
シップや多様性への理解に対して一歩を踏み出す
機会を提供している。この実地研修は、大学入学
後の早い段階で学生の目を世界に向け、外国に同
世代のネットワークを形成する機会を提供するこ
とによって、21世紀型グローバル社会でのリー
ダーとしての将来像を意識させることを目指して
いる。夏休みに行われる実地研修は韓国高麗大学
と合同で実施し、毎年双方の大学を行き来するこ
とによって互いの文化や体感しながら、グローバ
ルリーダーとしての自覚を意識する機会を提供し
ている。

内容
　本研修は毎年8月末に2泊3日のプログラムとし
て実施している。大まかな内容は以下のとおりで
ある。
1日目 アイスブレーク（自己紹介、グループ
分け、グループアクティビティ、キャンパスツ
アー）
オープニング（両校挨拶、大学紹介）
講演（リーダーシップ論など）

ディスカッショントピックの発表
グループディスカッション
2日目 講演（留学体験など）
グループディスカッション
グループプレゼンテーション
クロージング（表彰、挨拶）
懇親
3日目 文化交流
　参加人数は双方の大学からそれぞれ学生15名
であり、日韓混成の6チームに別れてディスカッ
ションなどを実施している。各年の実施場所は以
下のとおり、双方が交代でホスト校となってい
る。
2012、2014：高麗大学
2013、2015：慶應義塾大学

成果
　研修の様子を図１に示す。本研修は3日間のプ
ログラムであるが、表面的な文化交流に留まらず
学生同士の議論や協働の仕組みを通して濃密な時
間を過ごせるよう工夫している。これによって、
学生は価値観の多様性の一端に触れ、グローバル
社会への理解を促進する効果を挙げている。たと
えば、本研修に参加した学生を追跡調査したとこ
ろ、交換留学（ライス大学、ダートマス大学）や
ダブルディグリープログラム（ECパリ, ECナン
ト）、海外サマースクール（UCバークレー, UC
アーバイン）、語学研修（東義大学）などに参加
するとともに、学生スタッフとして本実地研修の
運営にも関わっており、明らかに国際経験への意
欲が高い。また、学生同士の個人的な交流も続い
ており、一部の学生は休暇を利用して相互に訪問
している。

「グローバルリーダーシップセミナー実地研修（春学期集中）」 竹村研治郎
実施期間：2012年度～2015年度

図1 研修の様子（2013＠慶應義塾大学）

(a) 講演を聞く学生

(b) グループディスカッション

(c) プレゼンテーション

(d) クロージング
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■  過去4年間（2012～2015年度）の成
■  果及び効果
International Teaching Assistants (ITA) 対象者
　理工学研究科在籍の留学生（本プログラム担当
者が同じく担当する大学院総合科目「科学技術文
化特論」の履修者）を対象に、理工学部生の英語
教育に関心を寄せる者を募ったところ、マレーシ
ア、フィリピン、ミャンマー、タイ、ベトナム、
インドネシア、インド、スリランカ、中国、ブル
キナファソ、モロッコ、フランス、イタリア、ド
イツ、スウェーデン、計15か国からの留学生、
総計39名がITAとして参加してくれた。

学習者
　理工学部1、2年生必修英語「英語1・2」中級～
中上級レベルクラス履修者を対象にITA参加授業
を実施した。このレベルの学習者の特徴として、こ
れまでほとんど海外滞在経験はなく、高校までまじ
めに英語に取り組んできたため文法とリーディング
力はNear Masteryレベルに到達しているが、リス
ニング力不足で上級に届かない点が共通している。
将来英語を使った仕事に就く意欲はあるものの、具
体的な方策にまでは考えが及ばず、周囲にも日常的
に英語を使っている人間はほとんどいないため、日
本以外とのつながりに積極的になれない。このよう
な段階にある英語学習者は、きっかけさえつかめば
積極的に留学や海外研修に向かって邁進する潜在
力が期待される。大学導入教育のこの時期にこそ、
様々なバックグラウンドの英語話者であるITAと接
触し、日本にいながら英語の国際化を体験すること
で、そのきっかけとなることが確かめられた。

プログラム概要とその成果
　理工学部1、2年生必修英語「英語1・2」の授業
においてITAに英語によるプレゼンテーションと質
疑応答、少人数に分かれてのディスカッションを
行ってもらい、それを通して日本人学部生が、彼ら
大学院留学生の持つ英語能力・異文化適応能力を
直接見・聞きする機会を設けた。国際語としての英

語のバラエティに触れ、留学生の堂々とした話しぶ
りや異なる考え方、風習などを間近で聞くことので
きる機会に、大いに発奮した様子が伺えた。授業後
には留学の意思表示をして相談に来た者、義塾主
催サマースクールに実際に参加した者、塾派遣留
学でアジアに留学した者などが出ている。
　授業内での具体的な学習効果としては、これま
で日本人同士では恥ずかしがって英語でしゃべろ
うとしなかった日本人学生も、このITAとの英語
による質疑応答でインタラクションすることによ
り、英語学習への動機づけを促すことができた。
学年末のFDアンケート回答にも、「ITAと触れ
合うことで自分のリスニング力の欠如を再確認
した」、あるいは「ゆっくりしゃべってくれると
意外とわかった」といった感想が多く寄せられ、
ノンネイティブ同士、英語でコミュニケーション
をとることの可能性を実感できた様子が伺える。
また、日本の文化とは異なるボディーランゲージ
や、日本ではあまり聞かない意見をITAから直接1
対1で聞いて、違和感やカルチャーショックを受け
た、というアンケート回答が寄せられ、少人数で
行う会話の効果も表れた。伝えたいことがうまく
伝わらなかったので、継続的にITAに授業に来て
ほしい、というリクエストも多く寄せられた。
　一方、ITAとして授業に参加してくれた大学院
留学生たちも、来日して全員一年以上経つにもか
かわらず、一般の日本人学生と交流する機会がそ
れまでほとんどなかったため、自国の文化を日本
人学生と話し合う機会が持ててとてもうれしい、
このような場にもっと積極的に関わりたい、との
申し出が多く、春・秋続けて複数回参加してくれ
た者もいた。来年も慶應にまだ在籍していたら再
びITAをやりたい、あるいは、今回は日程が合わ
なかったので来年ぜひやりたい、と言ってくれる
者も毎年複数名出た。
　こうした留学生ITAと日本人学生相互に大きな
教育効果が見られる、英語による国際化体験学習
プログラムを次年度以降も何らかの形で財源を確
保し、継続実施していきたい。

■ ITA ■
「International Teaching Assistants（ITA）：英語の国際化体験学習」
 井上京子
実施期間:2012年度～2015年度 　フランス語教室では、フランス人TAを各学期

1～3名程度雇用させて頂いた。
　週3回のインテンシブクラス（中級）のうち1
回に参加してもらい、マンツーマン、グループ、
クラス全体など様々な形態で、主に以下のような
授業補助を行ってもらった。

1)　発音矯正
2)　会話練習
3)　作文添削
4)　プレゼン試聴

　TAはダブルディグリープログラム提携校
（Supélec）の留学生であったため、フランスの

教育システムや学生生活に関するミニ講義も行っ
てもらった。
　学生達にとっては、フランス語学習だけでな
く、国際交流や留学へのモチベーションを大いに
高める機会であったと思われる。実際、履修者の
ほとんどがフランス語検定の2級、準2級、3級の
いずれかに合格してくれたし、短期研修制度やダ
ブルディグリープログラムなどを利用し、フラン
スへと旅立ってくれた。現在も、数名がフランス
政府給費留学生試験の最終面接を終え、来年度か
らの留学を準備中である。
　この良い流れを維持できるよう、今後の授業運
営を工夫していきたい。

写真：TAのMaximeを囲んで
（2015年度春学期授業最終日、日吉コミュニケーションラウンジにて）

「International Teaching Assistants（ITA）:フランス人TAの雇用」
 小林拓也
実施期間:2012年度～2015年度
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ドイツ語では、矢上キャンパスに学部総合教
育科目として設置されている中級レベル以上の
クラスのうち三ッ石祐子講師（非常勤）、粂田
文専任講師および横山の担当授業において、同
キャンパスに在籍するドイツからの留学生諸君に
2013年度より今年度まで3年度にわたって計22
回、外国語 International Teaching Assistant 
(ITA) をつとめていただいた（三ッ石講師の授業
への ITA の参加は昨年度まで、粂田専任講師の
授業担当は今年度より）。理工学部のドイツ語科
目のうちドイツ語母語話者教員に担当していただ
いているコマ数はわずかにとどまり、ドイツ語で
母語話者との意思疎通を試みる機会が学生諸君に
授業という枠組みの中でじゅうぶんに提供できて
いるとは言い難いのが実情である。理工学の勉強
と研究のためにドイツから慶應に来ている諸君に
ドイツ語授業に参加していただける回数は自ずと
限られたが、留学生に自身のドイツでの学生生活
を紹介していただいたり、クラスでテーマを決め
て準備した上で留学生とのドイツ語による口頭で
の意思疎通を実践する機会を通常の演習授業とは
別に設けたことで、学生諸君は居ながらにしてネ

イティブの言語運用を、教員というフィルターを
介さずフェイストゥフェイスで体験することがで
きた。わけても2007年から毎年3週間の夏季講
座（今年度からは20日間の春季講座も）を実施
していただいているアーヘン工科大学および同大
学とともに理工学研究科ダブルディグリープログ
ラムの協定校であるミュンヒェン工科大学からの
留学生諸君に協力していただけたことは、理工学
部・理工学研究科と両大学との交流・連携の継続
と深化という点でも意義があった。矢上キャンパ
スに在籍するドイツ語圏からの留学生諸君は理工
学部の学生諸君にとって、理工学を専攻する同世
代のドイツ語母語話者としてドイツ語学習の理想
的な支援者であり、かつてボランティアで授業に
参加してくださったこともあった。このような授
業補助者を ITA として措置していただいたこと
で、留学生諸君のドイツ語授業への参加が促進さ
れた。ITA としてドイツ語授業に協力してくだ
さった留学生の皆さんに科目担当者を代表して御
礼申し上げる。今後、ITA のような外国語授業
補助者への手当支給が恒常的に可能な仕組みをつ
くっていただくことはできないものか。

「International Teaching Assistants (ITA)：
 ドイツからの理工系留学生との交流」 横山由広
実施期間:2012年度～2015年度

1.実施目的
　製造拠点の海外への移転をはじめ、産業界にお
いてもグローバル化が進む中、機械工学科の学生
には将来、製造業の中核を担う人材として国際的
な活躍が期待されている。一方で、日本人学生の
内向き志向が社会的な課題として顕在化してい
る。機械工学科では2013年度よりクオーター制
を導入し、学部学生に対するサマースクールや海
外インターンシップの機会の拡大に努めている。
しかし、こうした制度面での後押しだけで、学生
の海外経験に対するモチベーションが著しく改善
した訳ではないのも現実である。これに対して、
本事業では海外の大学と合同で工場見学を実施す
ることによって、学生同士が積極的に交流し、互
いに刺激し合うことで視野を広げ、グローバル化
へのモチベーションを高める機会を提供する。

2.実施内容
　韓国の有力大学と合同で日韓両国のグローバル
企業3社程度を訪問し、事業所や工場を見学する
とともに、産学間の意見交換を行った。本学の対
象学生は機械工学科2年生である。各年度の具体
的な実施内容を表１に示す。

表１ 連携先と訪問先

年度 連携先 場所日程 訪問先
2012 延世

大学
韓国

2/19~26
Doosan Infracore
Hyundai Mobis
Samsung Electronics
KITECH

2013 延世
大学

日本
2/18~22

ナックイメージテクノロジー
東芝機械沼津工場
新日鉄住金君津製鉄所

東義
大学

韓国
2/17~21

POSCO
Hyundai Motors
Daewoo Shipbuilding & Marine 
Engineering

2014 延世
大学

韓国
2/23~27

Samsung Semiconductor
Doosan Infracore
KIA Motors

2015 延世
大学

日本
2/22~26

新日鉄住金君津製鉄所
味の素川崎工場
いすゞ自動車藤沢工場

釜山
大学

韓国
2/16~20

Doosan Heavy Industry
LG Electronics
Hyundai Heavy Industry 他

　なお、2014年度からは学生の交流をより活発化
するために、参加する学生を5名程度の日韓混成グ
ループに分け、企業訪問終了後にグループ内での意
見交換を促し、最終日に企業訪問の成果をグループ
ごとにプレゼンテーションさせる機会を設けた。

3.成果
　我が国同様、韓国は技術立国としてグローバル
社会での地位を確立している。なかでもSamsung 
Electronicsをはじめとした韓国を代表するグロー
バル企業は、周到なグローバル戦略に基づいて急
速に成長しており、将来、機械工学科の学生が活
躍する分野において良きライバルとしてしのぎを削
る可能性が高い。こうした企業を学部2年生の時点
で訪問し、グローバル企業の設備や戦略、人材に
触れることは極めて有意義な体験となった。
　また、本事業は韓国の有力大学との合同プログ
ラムであり、日韓のトップ大学の学生が共にグ
ローバル企業からの刺激を受け、意見交換する
ことによって次世代のネットワーク形成の一助
となった。図1は延世大学でのグループプレゼン
テーションの様子である。延世大学との交流の中
からは、自主的な学生交流団体が立ち上がり、学
年を超えた学生交流の場を提供している。こうし
た交流を通して、本事業に参加後の学生からは日
本においても英語でディスカッションする機会の
増加を求める意見が寄せられるなど、グローバル
化に向けた意識の向上に寄与している。

「海外大学との合同工場見学」 竹村研治郎

■ 機械工学科 ■

実施期間：2012年度～2015年度
実施場所：以下「表1」参照
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図1：グループプレゼンテーションの様子

図2：工場見学の様子

1.実施目的
　製造拠点の海外への移転をはじめ、産業界にお
いてもグローバル化が進む中、機械工学科の学生
には将来、国際的な活躍が期待されていること
は間違いない。機械工学科では2013年度よりク
オーター制に対応し、学部学生に対するサマース
クールなどの機会の拡大に努め、ダブルディグ
リープログラムへの参加や留学へのモチベーショ
ンの向上を期待してきた。このように、制度面で
学生のグローバル化を後押ししているものの、学
生の海外経験に対するモチベーションが著しく改
善した訳ではないのも現実であろう。1つの要因
は英語力の不足である可能性は高い。
　そこで、慶應義塾大学が全学的にすでに導入し
ている英語のe-learningシステムであるアルク教
育社のALC NetAcademy 2を活用して、機械工
学科の学生に本システムを効率的に利用する学習
カウンセリングクラスを提供し、継続的な英語学
習の習慣を獲得させることを本事業の目的とし
た。

2.実施内容
　秋学期期間の水曜日第3時限（13 : 0 0～
14:30）に本事業を実施した。慶應義塾における
半期の講義回数は14回であり、各回の実施内容
の概要を表1に示す。なお、第2～5回および第7
～13回にある「アドバイザーによるカウンセリ
ング」は受講者の英語学習の目的（留学、研究、
就職など）と習熟度を基に、英語学習アドバイ
ザーが個別に面談し、学習方法をアドバイスする
形式で行った。なお、カウンセリングはアルク教
育社の英語学習アドバイザーに委託した。

表 1　14回の実施内容

内容 宿題

第1回 英語学習セミナー
・実社会での英語の必要性
・英語学習の心構え
・システムの使い方

レベル診断
テスト

第2～5回 1ユニットの学習
アドバイザーによるカウンセ
リング

1ユニット
の学習

第6回 TOEIC演習教材（30分）
1ユニットの学習

1ユニット
の学習

第7～13回 1ユニットの学習
アドバイザーによるカウンセ
リング

1ユニット
の学習

第14回 TOEIC演習教材（30分）
1ユニットの学習

  3.成果
　本クラスでのアンケート結果（2014年度分）
から、学生の学習行動や自由記述欄から以下のよ
うな成果があったと考えられる（2015年は実施
中）。
　計画的な英語学習の実施に関して、クラス開
始時には「計画を立てて実行」が22 %であった
が、クラス終了後は44 %に上昇した。これに伴
い「計画を立てていない」が53 %から22 %に減
少している。また、1週間の英語学習時間は「1
時間未満」が56 %から22 %に減少し、「1～2時
間」が33 %でマジョリティーとなった。このた
め、計画的な英語学習習慣の獲得に一定の成果が
あったといえる。
　TOEICやTOEFLなどを、クラス実施期間中に
受験した学生は9名で、TOEIC700点台後半が6
名、800点以上が2名、TOEFL99点（受講前84
点）が1名であった。TOEFL受験者は具体的に
ダブルディグリープログラムへの出願を希望して
おり、本クラスでの学習が出願資格の達成に結び
ついたと言える。

「e-learningを活用した英語学習カウンセリングクラス」 竹村研治郎
実施期間：2014年度～2015年度
実施場所：矢上キャンパス
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1.プログラムの背景および目的
　産業や経済のグローバル化、ボーダレス化が急
速に進む中、それに反するように日本から海外に
留学する学生数は減少を続けている。このような
状況において、言語や文化の違いを乗り越えて国
際的なフィールドで活躍できる人材の育成は、日
本の産業競争力強化の観点からも急務である。電
子工学科の学生は、約8割が大学院に進学し、そ
の多くが研究成果を国際会議で発表する。また、
国際インターンシップ参加や留学を行う場合にも
英語力は必須である。電子工学科の学生が大学院
進学後に国際的なフィールドで活動するための、
基礎英語力向上および自主的な英語学習の動機付
けを目的として、e-learningを中心とした導入プ
ログラムを実施した。

2.プログラムの内容
　電子工学科2年生を対象として、秋学期に開講
されている必修科目「電気電子工学セミナーⅡ」
の授業時間を利用して、英語力向上を目的とし
たe-learningの実施とその学習アドバイスを行っ
た。英語のe-learning教材は、義塾において学習
可能な環境がすでに整備されているものを利用し
た。学生は、学習スケジュールにしたがって通常
のe-learningの形態で自宅等において自学自習を
進める一方、授業時間にインフォメーションテク
ノロジーセンターの端末がある教室でe-learning
を実施すると共に、英語学習アドバイザーと個別
面談しアドバイスを受けた。担当教員は、各学生
の出席状況、e-learningの管理アカウントによる
学習時間と進捗度をチェックし、必要に応じて
指導を行った。学期の前半、中盤、後半の3回、
e-learning教材で提供されている30分のTOEIC
演習を実施することで、学習効果を各自が把握す
る機会を設け、さらに、自主的にTOEIC受験を
行うことも推奨した。

3.プログラムの成果
　学習アドバイザーには、英語学習に対する意欲
向上や方法に関する相談を中心に対応していただ
いた。学生の英語力は個人差が大きく、質問も
個々の英語力に応じて多岐に渡った。学習アドバ
イザーは企業における英語研修アドバイザーとし
ての経験も有しており、学生に応じて適切なアド
バイスをいただくことができた。また、学習アド
バイザーが成績評価を行う教員とは異なる立場で
あることから、英語に対する苦手意識などについ
て正直に相談する学生もおり、アドバイザーを外
部委託した効果が見られた。学習アドバイザーか
らは、慶應の学生の質問は能力と意欲の高さを感
じるものが多いというコメントがあった。
　TOEIC演習の成績は、前半と後半の平均点を
比較するといずれの年度も向上が見られたが、個
人成績を比較すると前半の点数が最も良い学生も
おり、TOEICの点数が慣れや集中力の影響も大
きいことも勘案すると、英語力向上の評価には
慎重な考察が必要と考えられる。一方、ファカ
ルティーデベロップメントにおける学生からの
アンケートでは、この授業をきっかけに今後も
e-learningによる英語学習を継続させたいという
個別意見もあり、定常的な英語学習の動機付けと
いう点では一定の効果が見られた。しかし、少数
ではあるが、教室の後方で形式的にe-learningに
ログインしているだけで、担当教員から注意を受
ける学生もおり、より多くの学生に英語学習の必
要性を認識してもらい、動機付けをする方策を考
えることが今後の課題となる。

4.まとめ
　電子工学科の学生に対してe-learningによる基
礎英語力向上と自主的な英語学習の動機付けを目
的とした教育プログラムを実施し、一定の成果を
収めた。現在、世界展開力強化事業終了後も本プ
ログラムについて学科予算によって継続すること
を検討している。

■ 電子工学科 ■
「e-learningを活用した英語学習」 神成文彦・岡田英史
実施期間：2012年度～2015年度
実施場所：日吉キャンパス

2014年6月23日～6月27日にかけて、応用化
学科の学部4年生8名と引率教員2名でドイツ・ハ
ンブルク工科大学の混相流研究所へ赴き、サマー
スクール (1st International Summer School: 
Frontiers in Modeling of Multiphase Flows)に
参加した。ドイツ国内の様々な大学からも修士課
程および博士課程の学生が計11名参加した。ホ
ストを努められたMichael Schlueter教授による
気液および液液混相流のモデリングに関する講義
に始まり、Stefan Heinrich教授による粉体工学
に関する講義、博士課程学生によるマイクロ流路
内混相流の実験およびシミュレーションの研究紹
介や工業規模での気泡塔研究の紹介など講義内容
は多岐にわたっていた。さらに参加者で幾つかの
グループを作り、研究室見学ツアーを行うととも
に、ワークショップとして粉体工学あるいは流体
力学に関する実験を行い、成果発表会も行った。 
また、参加者全員でEvonikの工場見学も行い、
企業で活躍中のエンジニアとディスカッションを
行うという貴重な体験も得られた。
　2015年9月2日~9月5日にかけては、応用化学

科の学部3年生2名、4年生6名と引率教員2名で前
年度と同様にサマースクール(2nd International 
Summer School: Frontiers in Modeling of 
Multiphase Flows)に参加した。前年度と同様に
講義が行われるとともに、今年度はプレゼンテー
ションスキルを磨くための講座が開催され、日本
およびドイツ両国からの参加者を混ぜた少人数
グループを作り、ポスター発表会が行われた。 
また、講義に関してはBasicコースとAdvanced
コースの2コースが用意され、参加者は自分の興
味や学習の習熟度に応じた選択が可能であった。 
内容は前年度と同様、気液あるいは液液混相流に
関する数値計算手法、粉体の数値計算的取り扱
い、及び企業のエンジニアによる粉体関連技術の
紹介など様々であった。
　また、2014年度、2015年度のいずれも大学構
内でのバーベキュー、ハンブルク市街の観光ツ
アー、ビアパーティなど様々なレクリエーション
を通して日独の学生が交流を深めることができ、
最終日には修了式も開催され非常に内容の濃いサ
マースクールであった。

写真：2015年度サマースクール参加者

■ 応用化学科 ■
「ハンブルク工科大学研修」 寺坂宏一・藤岡沙都子
派遣期間：2014/6/22～2014/6/29、2015/9/1～2015/9/7
派遣先：Hamburg University of Technology（ドイツ）
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Meeting with Prof. Seimei Shiratori, Keio University Japan

at Politecnico di Milano

June 17th, 18th, 21st, 2013

AGENDA

Monday, June 17th, 2013

14:00 Welcome at Dept. Chemistry, Materials and Chemical Engineering GiulioNatta

14:30 Seimei Shiratori  Research at Keio University Japan

15:00 Shingo Nishizawa, Yukiko Ohmura, Masahiro Yanagiya, Taihei Taniguchi

Presentation of MSc and PhD projects at Keio University Japan

16:30 Meeting with Luca Magagnin, Walter Navarrini and Luca Nobili

17:30 Close of 1st day meeting

Tuesday, June 18th, 2013

9:00   Meeting with Giuseppe Resnati

            Giancarlo Terraneo (NFMLAB, & Fruorit ),

11:00 Meeting with Marco Imperadori

12:00 Lunch

学部長挨拶　prof.Giovanni Azzone

Meeting with Paolo Biagioni, & (Feili, prof.Luciano Piergiovanni, Sara Limbo PD.D,   Universita Degli 

studi di milano),

16:00 Meeting with Paola Gallo Stampino  ＆　Cinzia Cristani

17:30 Close of 2nd day meeting

Friday, June 21st, 2013

14:30 Meeting with Francesco Briatico

          Dr.Luca Andena,PhD

16:00 Meeting with Stefano Turri,

16:30 Meeting with Lina Altomare,  prof.Giovanni Azzone

17:00 Luigi De Nardo, PhD,M.Sc.

17:30 Close of 3rd day meeting

慶應義塾大学とダブルディグリー提携校である
ミラノ工科大学間の（交換）留学の活性化，また
そのための共同研究に関する論を行うために、
学生及び教員を派遣して、2013年6月17日～6月

21日に下記スケジュールで研修を行った。
　慶應義塾大学物理情報工学科から白鳥研究室の
教授1人及び大学院学生４人が研修に参加した。 

■ 物理情報工学科 ■
「慶應義塾大学 - イタリアミラノ工科大学 国際交流プログラム 2013」 白鳥世明
派遣期間：2013/6/17～2013/6/21
派遣先：Politecnico di Milano（イタリア）

1.ミラノ工科大学研修
　ミラノ工科大学を訪問し、合計3日間の研修プ
ログラムを行った。初日の6月17日は、白鳥教授
が慶應義塾大学の教育・留学状況とダブルディグ
リープログラムについての説明と白鳥研究室での
研究紹介、ディスカッションを行った。その後、
訪問した大学院学生４名がそれぞれ研究紹介を行
い、続いてミラノ工科大学の学生が研究紹介を
行った。第２日目は、ミラノ工科大学国際セン
ター長を訪問し、ミラノ工科大学の教育状況と留
学生受け入れ態勢の説明を受け、ディスカッショ
ンを行った。学生達はミラノ工科大学の世界ラン
キングの高さとノーベル賞を含めた数々の業績に

驚いていた。その後、Prof. Luca Magagnin研
究室・Prof. Walter Navarrini研究室の研究紹介
を受け、研究室見学、学生交流を行った。 

2.まとめ
　以上に報告したように、2013年6月17日～6月
21日の研修を通して、慶應義塾大学とミラノ工
科大学間の研究交流、学生交流、教員交流のきっ
かけをつくることができた。 ミラノ工科大学の
高度な学術レベル、研究成果の一部に触れ、慶應
義塾大学においては世界に目を向けた活動をする
ことの重要性をあらためて認識した。

写真：ミラノ工科大学訪問（2013）
ミラノ工科大学の食堂にて懸命に勉強する学生達
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1.概要
　本プログラムは、慶應義塾大学-イタリア３大
学間での留学プログラム及び共同研究プロジェク
トの推進を目的として、慶應義塾大学の材料科
学分野の学生12名（内１名TA）と教授１名が、
イタリアのPolitecnico di Milano・Universita 
degli Studi di Milano・Ca' Foscari University 
of Veniceへと訪問し、派遣先大学の教授・学生
とのディスカッション・国際交流センター長への
訪問・学生との交流会を行うことを目的として、
文部科学省「世界展開力強化事業」の支援のもと
で行われた。

2.研修内容
2.1 Politecnico di Milano訪問 (2014/7/23-24)
2014/7/23
17:00 Prof. Walter Navarrini 挨拶・研究紹介
17:30 Prof. Luca Magagnin 挨拶・研究紹介
18:00 Prof. Walter Navarrini Lab. 案内
18:30 Prof. Luca Magagnin Lab. 案内
19:00 Prof. Walter Navarrini, Prof. Luca 
Magagninとの食事会

2014/7/24
10:00 Prof. Luca Magagnin Lab. 研究発表 (学
生：金属メッキ技術の導電薄膜への応用)
11:00 Keio University 研究発表1 (白鳥教授：
生態模倣による表面ナノ構造制御技術)
13:00 Prof. Walter Navarrini Lab. 研究発表 
(学生：フッ素系高分子の合成と離型表面への応
用)
14:00 Keio University 研究発表2 (学生：フッ
素系高分子処理による凝縮熱伝達装置の効率向
上)
14:30 共同研究打ち合わせ
16 :00国際交流センター長 P ro f .  Ma r co 
Imperadori 挨拶・留学プログラムに関する討論

2.2 Universita degli Studi di Milano訪問 
(2014/7/25)
10:00 Prof. Piergiovanni 挨拶・研究紹介
11:00 Pack Lab. (Prof. Piergiovanni Lab.) 案
内

12:00 Pack Lab. 学生との交流会
14:00 Pack Lab. 研究発表 (Ph. D. ガスバリア
性能を有したポリマー表面の構築)
14:30 Keio University 研究発表3 (学生：蓮の
葉生態模倣膜の機械耐久性評価)
15:00 Pack Lab. 研究発表 (学生：疎水性高分子
表面の濡れ性の理論分析)
15:30 Keio University 研究発表4 (学生：生態
適合材料による滑液型離型表面の作製)

2.3 Ca' Foscari University of Venice訪問 
(2014/7/28)
10:00 Prof. Achille Giacometti 挨拶・研究紹介
10:30 Prof. Achille Giacometti Lab. 案内・研
究紹介
13:00 Prof. Achille Giacometti Lab. 研究発表 
(学生：有機分子の自己集合に関するシミュレー
ション)
13:30 Prof. Achille Giacometti Lab. 研究発表 
(学生：Janus分子の自己集合の熱力学的理論解
析)
14:00 Keio University 研究発表5 (学生：ポリ
マー・混合溶媒間の相分離制御によるナノ粒子の
作製)

3.研修状況の報告
　イタリア３大学の派遣先大学の教授・学生との
ディスカッションでは、学生は英語による研究発
表及び積極的なディスカッションの姿勢を見せ
た。英語を聞き取ることが困難であった学生も、
教授・TAの補助及び内容の確認に関する質問を
たびたび挟むことで深い議論を行えたといえる。
Ca' Foscari University of Venice訪問では学生
全員が１つの発表で１つ以上の質問を行うことが
できた。
　また、ミラノ工科大学の国際交流センター長
Prof. Marco Imperadoriへの訪問では、本プロ
グラムを通じて留学意欲を持った学生や、留学経
験のある学生が、積極的にディスカッションを行
う姿勢を見せた。

「慶應義塾大学 -イタリアミラノ工科大学 国際交流プログラム 2014」  白鳥世明
派遣期間：2014/7/22～2014/8/1
派遣先：Politecnico di Milano,Universita degli Studi di Milano,Ca' Foscari University of Venice（イタリア）

4.研修を通じて
　本プログラムの結果、イタリア３大学との国
際交流が深まったといえる。研修後、Prof. Luca 
Magagnin Lab.と Shiratori Lab. の共同研究
（ナノファイバーの金属メッキによる透明導電
膜の作製）が始まった。また、2015年3月より

Politecnico di Milanoの学生１名Andrea Testa
君が慶應義塾大学へ交換学生として来日し、白鳥
研究室において研究を行った。また、2015年6月
にProf. Achille Giacomettiの、また、2015年9
月にProf. Luca Magagninの慶應義塾大学での
招待講演が行われた。

各大学の教授と本プログラムへ参加した学生による集合写真

写真：Politecnico di Milano 写真：Universita degli Studi di Milano

写真：Ca' Foscari University of Venice



第
１
章

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

資
料

36

第
３
章

37

　慶應義塾大学とダブルディグリー提携校である
エコール サントラル リヨン（ECL）及びミラノ
工科大学間の（交換）留学の活性化、またそのた
めの共同研究に関する議論を行うために、学生及
び教員を派遣して、2015年9月15日～9月22日
に下記スケジュールで研修を行った。慶應義塾大
学物理情報工学科から白鳥研究室の教授1人及び
学生9人（学部生7人、TAとして修士生2人）が
研修に参加した。

1.ECL研修
　慶應義塾大学の教育・留学状況とダブルディ
グリープログラムについての説明とディスカッ

ションを、ECL国際センター長と行った。また、
ECL国際センター長による、ECLの教育状況と
留学生受け入れ態勢の説明とディスカッションを
行った。
　Frederic Gillot研究室とのダブルディグリープ
ログラムに関するディスカッション、研究紹介、
研究室見学、学生交流を行った。Frederic Gillot
教授との建設的な議論の結果，同教授が慶應義塾
大学の訪問研究員として来日することが決定し
た。
　また慶應義塾大学への研究留学を考えている
ECLの学生へ、慶應義塾大学白鳥研究室の研究紹
介を行った。 

「慶應義塾大学 - エコールサントラルリヨン
慶應義塾大学 - イタリアミラノ工科大学　国際交流プログラム 2015」  白鳥世明
派遣期間：2015/9/15～2015/9/21
派遣先：École Centrale de Lyon(フランス) ,Politecnico di Milano（イタリア）

9月 15日 Meet with prof. Gillot

ECL訪問

　

9月16日 Meet with prof. Gillot

Doua campus 訪問

9月17日 移動日

9月18日 Visit Prof. Luca Magagnin (-12:00)

Visit Prof.Andrea li Bassi (nano lab) (-16:00)

Visit Technochimica

 

9 月 21日 Meet with prof. Magagnin

Visit Prof. Marco Imperadori (-10:30)

Visit Prof. Navarrini

Visit Prof. Sironi

Visit Prof. Levi

写真：École Centrale de Lyon における研修訪問
（2015）

写真：Lyonでの夕食の様子

2.ミラノ工科大学研修
　ミラノ工科大学国際センター長への、慶應義塾
大学の教育・留学状況とダブルディグリープログ
ラムについての説明とディスカッションを行い、
ミラノ工科大学国際センター長によるミラノ工科
大学の教育状況と留学生受け入れ態勢の説明と
ディスカッションを行った。
　Prof. Luca Magagnin研究室・Prof. Walter 
Navarrini研究室・Prof. Andrea liBassi研究室・
Prof. Selena Sironi研究室とのダブルディグリー
プログラムに関するディスカッション、研究紹
介、研究室見学、学生交流を行った。またディ
スカッションには、前年度の世界展開力強化事
業の結果、2015年度の3月から8月までミラノ工
科大学からの交換留学生として白鳥研究室に所
属して研究していたAndrea Testa（Prof. Luca 
Magagnin研究室所属）も同伴した。
　Luca Magagnin教授とは、留学生Andrea 
Testaが慶應義塾で行っていた共同研究の内容
に関して、今後の方向性を確認した。またProf. 
Luca Magagnin研究室のめっきコートの技術と
白鳥研究室のナノファイバー技術を組み合わせ、
二次電池応用に向けた新たな共同研究に関しても
議論した。
　Walter Navarrini教授とはフッ素系材料の合
成とコーティングに関する研究で、新たな共同研
究が発足した。
　Selena Sironi教授との研究ディスカッション

では異なるアプローチの嗅覚センサーに関して議
論し、さらに具体的な留学生に関する話し合いの
ために同教授は今年の12月に慶應義塾を訪問し
た。

3.まとめ
　以上に報告したように、2015年9月15日～9
月22日の研修を通して、慶應義塾大学とエコー
ル・サントラル・リヨン（ECL）及びミラノ工科
大学間の交流が一層深まり、新たに複数の共同研
究も決定した。この結果は将来的に同大学間の留
学及びダブルディグリーを考える学生の数の増加
につながることが期待できる。特に今回研修に参
加した学生にとっては、留学先の研究室に対する
理解の向上や円滑な人間関係の構築しやすさの点
で、留学を考える際役立つであろう。

写真：ミラノ工科大学での研修訪問（2015）
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1.訪問目的と日程
　松川研究室では、2012年からTUM（ミュンヘ
ン工科大学、Technical University of Munich)
SOM (School of Management) のSCM 
(Supply Chain Management)の研究グループ
と研究交流を行っている。2013年にはSOMと慶
應義塾大学理工学部との間で学生交流協定が締結
され、最初の学生派遣として3名の学生と2名の
教員の派遣をし、今回は2回目の派遣として学生
1名と教員1名の派遣を行った。現地ではStefan 
Minner 教授と研究交流を行い、学生は現地ドイ
ツの学生や世界各国から来た留学生との交流活動
も行い、学生は世界的な視野を広げ、研究におけ
る知見を深めることができた。
　また、教員の松川弘明はSOMのVice Deanの
Kolish先生を訪問し、SOMと理工学部との間でDD
プログラムの導入の可能性について検討し、総合交
流を深めると同時に将来的にDDプログラムを導入す
る方向でさらに具体的に問題について意思決定の権
限を持つ担当者同士で交流をすることで合意した。
　さらに、9月には慶應義塾大学理工学部から3
名の短期（6か月）留学生を派遣しSOMから1名
引き受けた (2014年10月～2015年9月)。
　本来SOMと理工学部との交流協定では毎年1
名を相互することになっていたが、SOM側の
好意により1度に3名を派遣することができたの
は、Kolish先生のサポートがあったためである。

訪問スケジュールは、次の通りである。
2014/2/23  成田発、ミュンヘン着
2014/2/24  TUMのSOM訪問、Stefan教授と交流
2014/2/25  SOM訪問、Kolish教授と交流
2014/2/26  SOM訪問、現地学生との交流
2014/2/27  SOM訪問、現地学生との交流
2014/2/28  SOM訪問、Kolish教授、Stefan教授と交流
2014/3/1   ミュンヘン発、成田着

2.Stefan教授との交流
　サプライチェーンリスクマネジメントにおける研
究において共同研究を行うことにし、Stefan教授
の最新論文および博士学生の研究論を紹介して頂

き、原稿を電子ファイルで頂き、学生が持ち帰って
研究室の修士学生に研究させることにした。その
うち、バックアップサプライヤーの設計や、Dual 
Sourcingに関する拡張研究は松川研の修士および
博士の学生の研究テーマとして設定され、研究が
おこなわれている。また、安全在庫に関する研究は
松川から提案し、共同研究が行われ、研究成果は
海外有力紙に投稿する予定である。

3.Kolish教授との交流
　松川がKolish教授を訪問し、慶應大学、理工学
部、および開放環境科学専攻の紹介を行い、学生
交流を増やし、将来DDプログラムへの進化を目
指して努力することで合意した。

4.学生との交流
　初日はSOMの国際交流担当事務員のマヌエーラ
さんが学生との交流会、食事会などを企画して頂
き、2日目以降は慶應理工学部に留学することを決
めていたドイツ人学生1人（Winnie）が案内人と
なり、慶應理工学部からの派遣学生（長谷川）と
の各種交流活動をアレンジして頂いた。また、同時
SOMで留学していた慶應理工学部からの留学生も
参加し大変有意義な時間を過ごすことができた。

5.終わりに
　ミュンヘン工科大学はドイツのトップランキン
グ大学であり、特にSOMには世界で名が知られた
研究者が集まっているSchoolである。SOMとの
交流は慶應理工学部の学生にとってメリットが大
きく、当時留学していた学生（相原君）の話によ
ると、勉強は大変きついが、多くのことを学ぶこ
とができ、自分の人生にとって大変有意義な1年
を過ごすことができたそうである。昨年10月から
半年間留学していた学生たちもミュンヘン工科大
学での授業や雰囲気を高く評価しており、英語を
流暢に話すだけでなく、一人の独立した人間とし
て将来世界で活躍できる素養を身に着けた点にお
いて、その成長は目に見えるほどはっきりしてい
る。松川研では今後も大学院生中心に、ミュンヘ
ン工科大学への留学を進めていく予定である。

■ 管理工学科 ■
「ミュンヘン工科大学研修」 松川弘明
派遣期間：2014/2/23～2014/3/1
派遣先：Technical University of Munich（ドイツ）

1.訪問目的と日程
　鈴木研究室では、2013年9月にダブルディグ
リープログラム(DDプログラム)によるイタリア
人留学生をミラノ工科大学から受け入れた。非常
に、アクティブで好奇心旺盛な学生で、日本人学
生にも非常に刺激になっていた。また、OSM専
修全体では、近年、ＤＤプログラムにより、数名
がミラノ工科大学に留学している。今後、OSM
専修としても、ＤＤプログラムを活用し、日本
からの留学生、イタリアの受け入れ、さらには
研究連携が望まれる。そのため、派遣学生（学
部学生）5人とイタリア人留学生（Bizzotto，
Davide）と共に、主に以下のことを目的とし
て、ミラノ工科大学に訪問することにした。
１）ミラノ工科大学での教育、研究、生活、キャ
ンパスおよびその周辺の環境を把握する。
２）ＤＤプログラムへの関心を深めてもらう。

訪問スケジュールは、次の通りである。
2014/11/20  羽田発　ミラノ着
2014/11/21  ミラノ工科大学Bovisaキャンパス訪問

2014/11/22  ミラノ工科大学Leonardoキャンパス、

現地学生との交流

2014/11/23  現地学生との交流

2014/11/24  ミラノ工科大学Comoキャンパス訪問

2014/11/25  ミラノ発　2014/11/26  羽田着

2.Bovisaキャンパス訪問
　Bovisaキャンパスでは、Prof. Sianesi より
"Department of Management, Economics 

and Industrial Engineering"、Prof. Secchi よ
り"Department of Mathematics"の説明を受け
た。管理工学との関連が強い研究・教育内容であ
り、今後の連携が期待される。その後、当方か
ら、先方の学生に対して応用統計解析に関するセ
ミナーを行った。その後、キャンパス内の施設
を案内してもらい、その際に、Prof. Imperadori 
の実験施設（VELUX）を訪問し、説明を受け
た。現地の学生が、真剣に勉学に励んでいる様子
が印象的であった。

3.Comoキャンパス訪問
　Comoキャンパスでは、Ing. Chen によるマー
ケティングのケーススタディの授業に派遣学生と
共に参加した。その中で、当方からは、サービス
品質と顧客満足度の測定に関するセミナー、派遣
学生から慶大のＤＤプログラムや研究室の紹介の
プレゼンテーションを行った。その後、ランチタ
イムを利用して、DDプログラムで留学中の慶大
学生、先方の教員との交流を行った。

4. おわりに
　その他、Davide Bizzottoの友人のミラノ工科
大学の学生との交流、Leonardoキャンパスへの
訪問も行った。派遣学生は、現地の大学の研究教
育内容、雰囲気、文化、慣習の違いを体感した。
派遣学生の一部は、ミラノ工科大学のＤＤプログ
ラムに興味をいだいたことから、本研修の意義は
あったと確信している。

「ミラノ工科大学研修」 鈴木秀男
派遣期間：2014/11/20 ～2014/11/26
派遣先：Politecnico di Milano（イタリア）

写真：Comoキャンパス：
マーケティングのケーススタディの授業参加後に撮影

写真：Bovisaキャンパス
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2013年8月7日～8月11日の5日間、韓国Postech
（浦項工科大学校）で ”Intensive Workshop on 
Fermat’s Last Theorem”と呼ばれる研究集会が
行われた。この研究集会には、韓国中から整数
論分野の大学院生・学部生が集まり、1995年に
Wilesにより解決されたFermat予想と呼ばれる
整数論の重要な予想の証明について、5日間、集
中して行われた。この研究集会での講演者は、米
国やヨーロッパで活躍する韓国有数の整数論の若
手研究者であり、韓国の同世代の学生や第一線で
活躍する研究者と知り合うまたとない好機と捉

え、学生の将来的な共同研究・留学を後押しする
ための人脈作りを主たる目的として、慶應の学生
を派遣した。慶應からの参加者以外、参加者は全
て韓国人であり、外国からの参加者として熱烈に
歓迎された。
プログラムは下記の通りだった。連日4回程度
の講義と、1回程度のSpecial Lectureが行われ
た。講義終了後も21:00-00:00に、講演者と学生
が一緒になって内容をより深く理解するための
Discussion Sessionがあり慶應の学生も積極的
に参加して、この点も高く評価された。

■ 数理科学科 ■
「Postechサマースクール」 坂内健一
派遣期間：2013/8/7～2013/8/11
派遣先：Postech（韓国）

Day 1 (8/7, Wed)
·  15:00-16:00 (Hwajong Yoo) - Overview of the proof.
·  16:30-17:30 (Chan-Ho Kim) - Galois representaions : Galois representations arising from elliptic 
curves, motivation for Galois deformation, Tate curves
·  20:00-21:00
　　Special Lecture 1 (Kwang hyun Kim) - Overview of Euler and Kolyvagin systems
Day 2 (8/8, Thu)
·  10:00-11:00 (Chan-Ho Kim) - Local Galois representaions : local monodromy, semistability
·  11:30-12:30 (Chan-Ho Kim) - Existence of the universal deformation ring
·  15:00-16:00 (Chan-Ho Kim) - Deformation types
·  16:30-17:30 (Chan-Ho Kim) - Adjoint representations and tangent spaces
·  20:00-21:00
　　Special Lecture 2 (Kwang hyun Kim) - Construction of Flach system
Day 3 (8/9, Fri)
· 10:00-11:00 (Chan-Ho Kim) - Local/global dualities of Galois cohomology
· 11:30-12:30 (Chan-Ho Kim) - Deformation ring computation
· 15:00-16:00 (Chan-Ho Kim) - Specific calculation for Q_n
· 16:30-17:30 (Hwajong Yoo) - Modular forms and modular curves
· 20:00-21:00
　　　Special Lecture 3 (Kwang hyun Kim) - Flach theorem and corollary
Day 4 (8/10, Sat)
· 10:00-11:00 (Hwajong Yoo) - Hecke operators and Eichler-Shimura relations
· 11:30-12:30 (Hwajong Yoo) - l-adic Galois representations coming from modular forms
· 15:00-16:00 (Hwajong Yoo) - Serre's conjecture I
· 16:30-17:30 (Hwajong Yoo) - Serre's conjecture II
Day 5 (8/11, Sun)
· 10:00-11:00 (Hwajong Yoo) - Commutative algebra and Wiles' numerical criteria
· 11:30-12:30 (Hwajong Yoo) - R=T reduction to minimal case
· 15:00-16:00 (Hwajong Yoo) - R=T in the minimal case, 3-5 trick.
· 16:30-17:30(Sugwoo Shin) - recent progress in modularity

1.目的
　2012～2015年度、いずれも２月の中旬に物
理学科の学部３年生を対象としたミュンヘン
工科大学（ＴＵＭ）研修を実施した。目的は、
１週間の国外滞在によって参加学生の国際的な
視野を広げること、慶應・ＴＵＭのダブルディ
グリー（ＤＤ）プログラムへの参加意欲を高め
ることである。また、現在ＤＤプログラムに向
けて協定を進めているレーゲンスブルグ大学を
日帰り訪問し、慶應との交流の活性化も目指し
た。

2.研修プログラム
　毎回20名余りの学生が参加し、物理学科の教
員3名が引率した。４回の研修プログラムはほ
ぼ同様で、下記のとおりである。
(1) 1日目：東京―ミュンヘン（空路）の移動
(2) 2、3日目：ＴＵＭ物理学科訪問
・６箇所の研究室を訪問した。若手スタッ
フ、ポスドク、大学院生から研究の説明を
聞いた後、施設見学を行った（写真１）。
またdiscussionの時間を設けて、同世代の
研究者や学生との交流を行った。
・ＴＵＭの学部生を対象とした慶應・ＴＵ
ＭのＤＤプログラム説明会を企画した。江
藤教授が慶應大学の紹介とＤＤプログラム
の説明を行った後、双方の学生間の交流の
時間を作った（慶應の学生は日本のお茶や
お菓子を持参した；写真２）。
・ＤＤプログラムでミュンヘンに滞在中の
慶應大学の大学院生が中心となり、双方の
学生間の懇親会を開いた。

(3) 4日目：マックスプランク量子光学研究所訪
問
　ＴＵＭに隣接したマックスプランク量子
光学研究所を訪問した。研究所の全体説明
を聞いた後、大学とは異なる、大規模な実
験設備を見学した。最先端の研究の一端に
触れた。

(4) 5日目：レーゲンスブルグ大学訪問
　ミュンヘンから電車を利用して、レーゲ
ンスブルグ大学物理学科を日帰り訪問し
た。同学科のDieter Weiss教授に、大学の
全体説明と研究室訪問を企画していただい
た。（2014、2015年度は研究室訪問の代
わりにミニワークショップを開き、双方の
大学から２名ずつの教員が講演を行った。
2014年度のテーマは「スピントロニクス」
で、慶應からは江藤教授と能崎准教授が、
レーゲンスブルグからは Dr. M. Ciorga, 
Dr. M. Obstbaumが登壇した。）

(5) 6日目：ドイツ博物館・ＴＵＭ分室の見学
　ミュンヘン市内にあるドイツ博物館に入
り、ＴＵＭ分室を中心に見学した。物理学
に関する展示も充実していて、多くの学生
は閉館時間まで熱心に見学していた。

(6) 7日目：ミュンヘン―東京（空路）で帰国

3.成果
　１週間という限られた期間ではあるが、国外
の大学に滞在し、現地の教員・学生と交流する
ことは参加者に大きな刺激となった。特にドイ
ツの同世代の学生との交流は有意義だった様子
である。多くの参加者は積極的にdiscussionに
参加し、また英語で質問をしていた。国際的な
視野を広げる点では十分な収穫があったと考え
る。
　慶應・ＴＵＭのＤＤプログラムについては、
これまでの双方からの参加者が数名ずつという
状況である。修士課程の修了に３年を要するこ
とから、多くの学生が興味を持っているにもか
かわらず、実際の参加者数は増えていない。こ
れまでの慶應の物理学科からの参加者は２名で
あり、現在数名が参加を検討している。
　この研修をきっかけとして、慶應とレーゲン
スブルグ大学との交流が活性化している。まず
は教員、研究室同士の交流から始めて、今後の
協定締結への足がかりとしたい。

■ 物理学科 ■
「ミュンヘン工科大学研修」 江藤幹雄
派遣年度：2012年度～2015年度
派遣先：Technical University of Munich（ドイツ）
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写真2

写真1

1.訪問目的と日程
　中華民国（台湾）國立清華大學の有機系教員と
はかねてより研究交流があり、大学院生を含めた
研究教育交流への拡充への企画が双方から提案さ
れた。2012年4月に西山繁教授（現 名誉教授）
が同校を訪問した機会に、同大化学系  汪 炳釣 
教授と交流事業について打合せたことに引き続
き、11月には山田徹教授がプログラムの実施計
画の詳細について議論するために同大を訪問、汪
教授、蔡 易州 教授とプログラムを具体化し、夏
季休暇期間に大学院学生の研究教育交流プログラ
ムとして実施することが決定された。
　そこで、2013年7月の学生交換に向けて、双方
の教員によるミニシンポジウムを開催し、学生交
換のペアとなる研究室ないし研究分野の確認を行
うこととし、以下のメンバー・日程で國立清華大
學を訪問した。
　参加メンバー（職位は実施当時）西山 繁 教授
（化学科）・山田 徹 教授（化学科）・吉岡 直
樹 教授（応用化学科）・末永 聖武 准教授（化学
科）・羽曾部 卓 准教授（化学科）・山本 崇史 
助教（化学科）の６名。
　日程は、
2013/2/22　午後　矢上出発　成田発　台北桃園国際空

港着、ミニバンで新竹に移動

2013/2/23　午前午後　ミニシンポジウム

2013/2/24　午前　ミニシンポジウム　午後　夏季休暇

期間の学生交換プログラムの詳細打合せ

2013/2/25　台湾松山国際空港から羽田便で帰国

2.國立清華大學におけるミニシンポジウム
　ミニシンポジウムは、2/22および2/23午前に
わたって、研究分野別に５つのセッションが設け
られた。國立清華大學は國立交通大學と校地を接
しており、両校の交流は大変盛んである。そのた
め、演者は慶應からの６名の他、國立清華大學か
ら６名、國立交通大學からも２名の研究者を迎
え、総数14件の研究発表が行われた。両校から
化学系を中心として80名ほどの大学院生、博士

研究員を聴衆として、活発な質疑応答が交わされ
た。同校には、名古屋大学から移籍された磯部稔
教授が研究室を運営しており、日本／台湾の架け
橋として重要な役割を果たしていただいた。
　初日のミニシンポジウム終了後は会場をダウン
タウンのレストランに移し、３校の教員の懇親を
深めた。
　第２日目は、午前中の研究発表会に引き続き、
午後からは、夏季実施予定の学生交換プログラム
の実施詳細について打合せた。基本的には、派遣
元では航空券の手配を、受入先では宿舎の手配を
相互に行うこととした。また、相互に学生IDを
発行できる学生の身分を用意することとした。ま
た、先方からは、交換協定の締結の希望が示さ
れ、案文を持ち帰って検討することとした。
　第２日目のプログラムが終了後、台灣高速鉄道
新竹駅前で開催されていた、２月恒例の台湾各地
を巡業するランタンフェスティバル（台灣燈會）
会場に移動し、色とりどりのランタンの光の芸術
を楽しみ交流を深めた。
　第３日目は、さらに打合せを続ける一部のメン
バーを残し、台北松山空港から羽田便で帰途に着
いた。

3.サマープログラム実施とその後の展開
　上記のミニシンポジウムと詳細な打合せに基づ
いて、2013年度は３組６名の学生が、7月2日か
ら４週間相互に滞在し、実験研究活動を行った。
この期間、國立清華大學においては7月3日に慶
應から派遣された学生を含めた学生の研究発表会
が、慶應では7月11日に慶應で受入れた学生を含
めたミニシンポジウムが盛況に開催された。
　さらに、2014年度も２組４名が４週間、2015
年度は３組６名が４週間相互滞在し実験研究活動
を実施した。それぞれ、ミニシンポジウムも毎年
ますます活発に実施されており、このプログラム
が両校の化学系の教員ないし学生に定着してい
る。学生交換では、派遣された学生は異文化環境
で、隣接分野の研究テーマに触れることができる

■ 化学科 ■
「國立清華大學におけるシンポジウム」

西山繁・山田徹・吉岡直樹・末永聖武・羽曾部卓・山本崇史
派遣期間：2013/2/22～2013/2/25
派遣先：國立清華大學（中華民国（台湾））
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ので、大変刺激を受けて帰国したようである。ま
た、受け入れた研究室でも日常の生活の共通言語
は英語にせざるを得なく、また週末には東京近郊
の観光に案内するなど、グローバル感覚の醸成に

大きな効果があった。2015年度には、交換協定
とMoUの締結が完成し、今後のますますの交流
発展を期待するところである。

写真：ミニシンポジウムの記念品交換

写真：台灣燈會を楽しむ両校教員

　解説型の研修と学生主体のフィールドワークを
組み合わせ、2012年3月2日から12日までスペイ
ンのバルセロナ・アリカンテ・マドリッドにてシ
ステムデザイン工学科の学生と建築・都市空間
の見学とワークショップ（WS）を行った。研修
参加者は学生24名、引率教員2名（伊香賀俊治教
授、ホルヘ・アルマザン専任講師）、TA 3名で
ある。

研修のスケジュール
2012年3月2日：バルセロナへ渡航
2012年3月3日：バルセロナにて研修
2012年3月4～9日：アリカンテ大学にてWS
2012年3月10日：マドリッドにて研修
2012年3月11～12日：帰国

バルセロナ(3/3)とマドリッド(3/10)の研修
　バルセロナとマドリッドにて建築作品と都市空
間の実地調査を行った。見学する建築作品につい

ては、出発前に事前調査として作品の概要や図面
等を学生が調査し、事前調査で得た知識を実際の
空間で確認することが空間デザインの成り立ちの
理解に繋がり、見学を有意義なものにした。

アリカンテ大学(UA)にてのWS（3/4～9）
　UA担当教員Prof. Enrique NietoとProf. José 
Luis Oliverの学生と混成チームで、アリカンテ
の中心市街地にてワークショップを行った。「公
共空間の質に関する評価の異文化間比較」をテー
マにし、住民としてのスペイン人学生と観光客と
しての日本学生の間、グループディスカッション
と共同作業を行った。

　建築と都市空間の見学、そしてスペイン人学生
とのWSによって、システムデザイン工学科の学
生は海外文化、特に都市とライフスタイルの関係
についての興味が高まったと考える。

■ システムデザイン工学科 ■
「2011年度空間デザイン海外研修」 ホルヘ・アルマザン
派遣期間：2012/3/2～2012/3/12
派遣先：バルセロナ・アリカンテ・マドリッド（スペイン）

図：スペイン・アリカンテ県の新聞に掲載 写真：KJ法を用いたグループディスカッション

写真：建築見学
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「2012年度空間デザイン海外研修」 三田彰
派遣期間：2013/3/6～2013/3/16
派遣先：ウィーン(オーストリア)、リュブリャナ(スロベニア)、ミラノ(イタリア)、ローザンヌ(スイス)

訪問先の有力大学の建築系教員および学生の協
力を得てワークショップを実施することを重視し
て海外研修を組み立てた。3つの大学の教員およ
び学生に多大なご協力をいただき、極めて有意義
な研修となった。研修参加者は学生28名、引率
教員2名（Darko Radovic教授・三田彰教授）、
TA 2名である。なお、グラーツにおいてはワー
クショップこそ開催しなかったもののグラーツ工
科大学の建築系教員に街区の案内をしていただい
た。

研修のスケジュール
2013年3月5日：ウィーンへ渡航

2013年3月6日：ウィーン工科大学ワークショップ

2013年3月7日：グラーツ経由でリュブリャナに移動

2013年3月8～9日：リュブリャナ大学ワークショップ

2013年3月10日：ミラノに移動

2013年3月11日：ミラノ工科大学ワークショップ

2013年3月12日：ローザンヌに移動

2013年3月13～14日：ローザンヌにて研修

2013年3月15～16日：帰国

ウィーン工科大学ワークショップ（3/6）
　最初にウィーン工科大学のSusan Kraupp教授
にウィーンの建築についての講義をしていただ
き、それぞれのチームでテーマを決めた上で調査

する建築や土木構造物を決定し、フィールドワー
クを行った。テーマとしては例えば「音楽」「イ
ンフラ」などがあった。それぞれのテーマに沿っ
た調査を行った後、大学に戻って直ちにとりまと
め、英語でのプレゼンテーションを行った（写真
１）。

リュブリャナ大学ワークショップ（3/8～9）
　リュブリャナ大学のTadej Glazar教授の全面
的な協力のもとにワークショップを開催した。
最初にリュブリャナの歴史と建築教育について
の講義を受けて、2日間の日程を決めた。ワーク
ショップはGlazar教授が案内してくださった全
員参加のパートとグループに分かれたフィールド
ワークのパートから構成された。結果を2日目の
夕方に発表したあと、リュブリャナ大学の学生と
慶應の学生との合同で懇親会を開催した。

ミラノ工科大学ワークショップ（3/11）
最初にミラノ工科大学のMarco Imperadori教

授にワークショップの概要を説明していただき、
それぞれのグループすべてにミラノ工科大学の
学生をTAとして無償でつけていただいた（写真
２）。ミラノオペラ座の見学では改修工事の設計
担当者自ら案内していただいた。

写真１　ウィーン工科大学ワークショップ 写真２　ミラノ工科大学の学生たちと

　解説型の研修と学生主体のフィールドワークを
組み合わせ、前半にリスボン工科大学とのワーク
ショップ、後半にシステムデザイン工学科の学生
のみで行うワークショップを行った。研修参加者
は学生21名、引率教員3名（小檜山雅之准教授・
岸本達也准教授、伊藤博之非常勤講師）、TA 2
名、RA 1名である。

研修のスケジュール
2014年3月7日：ポルトガルへ渡航

2014年3月8～9日：ポルト研修

2014年3月10～12日：リスボンワークショップ

2014年3月13日：パリへ移動、パリ研修

2014年3月14～16日：パリにてワークショップ

2014年3月17～18日：帰国

ポルト研修（3/8～9）
　アルヴァロ・シザが設計したポルト周辺の建物
（サンタ・マリア聖堂、ポルト大学建築学部棟な
ど）を中心に視察した。アルヴァロ・シザの設計
事務所に7年間勤め、ポルト現地で独立した建築
家として活動している伊藤廉氏に各建物の特徴に
ついてご講演いただいた。

リスボン工科大学とのワークショップ（3/10～
12）
リスボン工科大学（担当教員：Pro f .  R i t a 

Bento、Prof. Teresa Valsassina Heitor）の学
生と混成チームで、リスボンのサステナブルなま
ちづくりに関する提案に取り組んだ。インター
ネットを活用したコミュニケーションを2月から
開始し、現地では調査、ディスカッション、プレ
ゼンテーションを協力して行った（写真１）。異
なる価値観を持った同世代の海外の学生と友人関
係を構築し、共同作業、英語による議論や発表を
通じて、中身の濃い交流を行った。

パリ研修（3/13）、パリワークショップ（3/14
～16）
　パリ研修では、ル・コルビュジエ設計のサヴォ
ア邸、アルヴァ・アアルト設計のカレ邸など、パ
リ市内の建築を視察した。ワークショップでは、
チームに分かれ、事前に設定した調査テーマで
フィールドワークを行った。各日とも夕食時に報
告会を開催し、同輩、先輩や教員の考え方・見方
に接するよい機会となった（写真２）。

　ワークショップのテーマの選定や建物の見学
先、フィールドワーク先については、都市・建物
の物質的、表面的な姿ではなく、その内部で人間
がどのような生活を営み、社会・経済活動を行っ
ているかを深く感じ取ってもらうねらいがあっ
た。この点に関して、高い成果を上げることがで
きたと考えている。

「2013年度空間デザイン海外研修」 小檜山雅之
派遣期間：2014/3/7～2014/3/18
派遣先：ポルト・リスボン（ポルトガル）、パリ（フランス）

写真１　リスボンワークショップでの発表 写真２　パリでのフィールドワークの報告会
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「2014年度空間デザイン海外研修」 ホルヘ・アルマザン
派遣期間：2014/9/5～2014/9/16
派遣先：パリ・ディジョン（フランス）、バーゼル（スイス）、ミュンヘン（ドイツ）

解説型の研修と学生主体のフィールドワーク
を組み合わせ、9月６日から10日までパリ、ディ
ジョン、バーセルにてシステムデザイン工学科
の学生のみで建築と都市空間の見学を行った。
その後、11日から13日までミュンヘン工科大学
(TUM)の教員と学生とワークショップ（WS）
を行った。研修参加者は学生21名、引率教員2名
（三田彰教授、ホルヘ・アルマザン専任講師）、
TA 2名である。

研修のスケジュール
2014年9月5日：パリへ渡航

2014年9月6日：パリにて研修

2014年9月7日：ディジョン周辺の研修

2014年9月8日：ディジョン周辺の研修

2014年9月9～10日：バーゼルにて研修

2014年9月11～13日：TUMにてワークショップ

2014年9月14～15日：帰国

建築・都市空間見学（9/6～10）
　パリではル・コルビュジエのサヴォア邸、アル
ヴァ・アールトのルイ・カレ邸パリ、デイジョン
の周辺ではクロード・ニコラ・ルドゥのアルケス
ナンの王立製塩所、ル・コルビュジエの礼拝堂、

バーゼルではヴィトラ・キャンパスなど西洋建築
史、近現代建築史の代表的な作品を見学しまし
た。見学する建築作品については、出発前に事前
調査として作品の概要や図面等を学生が調査し、
事前調査で得た知識を実際の空間で確認すること
が空間デザインの成り立ちの理解に繋がり、見学
を有意義なものにした。

TUMにてのWS（9/11～13）
　TUM担当教員Prof. Thomas Bockの学生と混
成チームで、ミュンヘンの都市空間と現代建築を
実地調査し、日本との違いについて分析を行っ
た。１日目に現地の学生による市内案内では、
人々が集まる広場や公園といった公共空間を調査
し、日本とは異なる都市文化を体験できた。２日
目にはグループに分かれてフィールドワークの計
画を行った。グループごとにテーマを決め、見学
する建築作品とルートを現地の学生に相談しなが
ら決めていった。3日目のプレゼンテーションで
は、ミュンヘンでのフィールドワークについて発
表した。

　フランス、スイス、ドイツで行った建築と都市
空間の見学、そしてTUMの学生とのWSによっ
て、参加した学生はヨーロッパ文化の多様性、英
語でのコミュニケーションの重要性への理解が深
まったと考える。

写真：Vitra Campusの見学会

写真：TUMでの懇親会 写真：ワークショップでの発表

ミュンヘン工科大学との拡張現実感インタ
フェース分野における教員交流を行い、共同研究
を実施し、さらにダブルディグリープログラム推
進のため、学生の共同指導を推進することを目指
し、2011年度から2014年度にかけて、以下のよ
うな教員・学生派遣と教員招聘を行った。

2011年度
　2012年3月4日～2012年3月9日に教員1名と学
部学生１名を派遣した。同時期に別事業により短
期滞在中の特任助教と助教を加え、ミュンヘン工
科大学の研究グループと共同で3次元画像処理・
実世界インタラクション・拡張現実感による医療
支援に関する研究について議論するTUM-KEIO
ワークショップを実施し、さらに研究室を訪問し
世界をリードしている医療支援のための拡張現実
感研究について検討を行った。

2012年度
　2012年10月に２週間から4週間、5名の修士課
程学生を派遣し、別プロジェクトで派遣中の研究
員とともに、ミュンヘン工科大学との共同研究
を開始した。なお、この共同研究成果は、バー
チャルリアリティ分野で最も権威のある国際会議
IEEE VR2014で発表された。さらに、この共同
研究実施のために修士課程学生が滞在している期
間中に教員1名を派遣し、さらに別事業で教員を
3名派遣し、ミュンヘン工科大学の研究者ととも
にTUM-KEIOワークショップを実施し、教員・
学生の交流を深めた。
　2012年11月15日に、Nass i r  Navab教授
を招聘し、矢上キャンパス内で「Compu t e r 

Assisted Interventions: Challenges in design, 
development, validation and deployment of 
novel techniques」と題する講演を行って頂くとと
もに、学生の共同指導の打ち合わせを行った。 

2013年度
　2013年12月10日に、 Gudrun Klinker教授を招
聘し、矢上キャンパス内で「Ubiquitous, dynamic 
inclusion and fusion of tracking data from 
various sources  for mobile AR applications in 
“AR-ready environments」と題する講演を行って
頂くとともに、学生の共同指導の打ち合わせを行っ
た。 
　2014年3月9日～2014年3月16日に、学部4年生6
名と教員1名を派遣し、さらに同時に別事業で教員2
名と学部生3名を派遣し、学生の研究を発表するワー
クショップを行い、ミュンヘン工科大学の教員と学
生の共同指導を実施した。また、ミュンヘン工科大
学と共同研究を推進しているSEMENS社の研究所を
訪問し、企業との共同研究の実例を見学した。

2014年度
　2014年9月7日～2014年9月13日に学部学生6名と
教員1名を派遣し、さらに同時に別事業で教員1名と
修士学生2名、学部学生2名を派遣し、学生の研究の
共同指導を実施するとともに、同時にミュンヘン工
科大学で開催されていた拡張現実感・複合現実感分
野で最も権威ある国際会議ISMAR2014に参加し、
この分野で世界をリードするミュンヘン工科大学を
始めとする世界の研究について知見を広めることが
できた。

■ 情報工学科 ■
「ミュンヘン工科大学研修」 斎藤英雄
派遣年度：2011年度～2014年度
派遣先：Technical University of Munich（ドイツ）
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　2011年度から2015年度にかけて、大学の世界
展開力強化事業（エンジニア育成）の一環とし
て、フランスのスーペレックを訪問し、今後のダ
ブルディグリープログラム推進について大学教員
と意見交換を行い、プログラムの更なる充実化に
向けて議論した。スーペレックには、慶應義塾大
学の卒業生であり、現在、Associate Professor
の小林先生がおり、毎回、窓口となってくれた。
　また、ダブルディグリープログラム推進に関す
る打ち合わせの他に、スーペレックで開講されて
いる複数の日本語クラスにおいて、慶應義塾大学
を紹介した。スーペレックを訪問し、慶應義塾大
学を紹介したことで、スーペレックからの慶應義
塾大学への出願者が大幅に増え、非常に効果が
あったと言える。
　また、スーペレックとの研究交流として、以下
の先生方に、慶應で講義を開講していただいた。

その成果により、慶應義塾大学にて新たな研究が
立ち上がり、その成果は、例えば当該分野で最も
レベルの高い論文誌であるIEEEのTransaction 
on Wireless Communicationsに論文が採択さ
れるなど、慶應義塾大学の研究レベルを上げる点
でも、非常に有効だったと言える。

2013年3月3日～2013年3月7日（5日間）
Marios Kountouris
「Analys i s  and　Des ign  o f  Wi re less 
Heterogeneous Networks using Stochastic 
Geometry」
2015年2月23日～2015年2月28日（6日間）
Sheng Yang専任講師
「Mu l t i -An t e nna  Commun i c a t i o n s : 
F u nd amen t a l  L im i t s ,  C od i n g ,  a n d 
Applications」

写真：スーペレック
写真：研修先での様子

「スーペレック訪問」 大槻知明
派遣年度：2011年度～2015年度
派遣先：CentraleSupélec（フランス）

　大学の世界展開力強化事業（エンジニア育成）
の一環として、2014年3月に生命情報学科学部生
2人とともに英国・オックスフォード大学を訪問
した。
　松本緑研究室では、2012年より同大学動物学
教室のAziz Aboobaker博士のラボと「扁形動物
プラナリアを用いた生殖システムと細胞寿命」に
ついて、染色体の末端であるテロメア領域の長
さに着目した共同研究を行ってきた。2012年、
2013年には博士課程学生をAboobaker博士のラ
ボに派遣し、積極的に共同研究を進めてきた。今
回の訪問では、 Aboobaker博士の研究室にて動
物の飼育環境や分子生物学的実験室を見学すると
ともに、ラボのメンバーとプラナリアの生殖シス
テムについて意見交換し、基礎生物学の最前線の
研究内容にふれることができた。さらに、ラボセ
ミナーに参加させていただき、高木壮太君と江田
優紀君は各自、パワーポイントを使って、英語で

卒業研究の内容のプレゼンテーションを行った。
ラボのメンバーから多くの質問がなされ、それに
対して、彼らは質問内容を確認しながら、英語で
的確に受け答えし、有意義な意見交換を行うこと
ができた。発表の後、 Aboobaker博士からは２
人の研究発表のレベルは大学院生レベルであった
と賞賛を受けた。彼ら自身、研究内容及び英語力
に対して自分たちのレベルを実感することができ
た。さらに、彼らは英語圏最古のオックスフォー
ド大学にて、街中に点在する歴史ある施設（ヨー
ロッパでも有数の伝統を誇るボドリアン図書館、
最大のカレッジであるクライストチャーチなど）
を見学し、さらに、ニューナムカレッジのレデイ
マーガレットホールに宿泊することにより、同大
学におけるカレッジでの学生生活を体感すること
ができた。
　今回の訪問は、今後の彼らの大学院での研究生
活に有益な経験となっている。

「オックスフォード大学研修」 松本緑
派遣期間:2014/3/17～2014/3/22
派遣先:University of Oxford（イギリス）

■ 生命情報学科 ■
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本学理工学部が主催するダブルディグリープロ
グラムに関する国際シンポジウムは、2006年3
月、2008年9月に続き2015年10月が3回目の開
催となった。テーマはいずれも理工系高等教育
の国際化の取り組みにおいてダブルディグリー
プログラムが果たす役割である。この間、本学
ではダブルディグリーの協定校拡大ならびに運
用が継続的に行われ、一方でT.I.M.E.への加盟、
Advisory Committeeメンバーへの就任など関係
先でのコミットメントも増えた。2015年のシン
ポジウム開催はこのような経緯を経て実現された
もので、それに先立ちT.I.M.E.年次総会の初めて
の欧州外での開催が東北大学によってホストされ
たことでも極めて重要な意義がある。
過去2回のシンポジウムは文部科学省による大
学教育の国際化加速プログラム（戦略的国際連携
支援）に採択された「ダブルディグリーによる先
進的高等工学教育」の一環として開催されたもの
で、欧州からの参加者には事業から旅費を支給し

招聘する形であった。一方、今回は欧州からの教
育機関シンポジウム出席者には登壇者も含めて本
事業から旅費及び謝礼の支給は行っていない。些
細な違いではあるが、日本の大学への参加者の関
心の高さが伺われる。
また、従来にない試みとして、欧州とアジアの
高等教育ネットワークを接続することを目的とし
て、本学環境情報学部が中心となって推進して
きたSOI Asiaからの参加があった。また国内大
学・高等教育関係者からも多数の参加があり、有
用なネットワーキングの機会を提供することがで
きた。
この報告書には、シンポジウムのプログラムと
講演者によるスライドが収録されている。また、シ
ンポジウムのウェブサイト（http://www.st.keio.
ac.jp/contents/ic/news/2015DDSymposium_
report.html）にはそれぞれの発言記録も収められ
ているので、合わせて参照されたい。

International Symposium 
on Double Degree Strategy  
2015

ダブルディグリーシンポジウム2015の開催

写真：シンポジウム当日の様子

写真：シンポジウム当日の様子

図：理工学部のウェブサイトに掲載された
「International Symposium on Double Degree Strategy 2015」の記事
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本事業を終えて、ダブルディグリープログラ
ムは高等教育の国際化を進めるうえで有効な手
段であることが改めて認識された。また、欧州
を中心とする理工系大学コンソーシアムT.I.M.E. 
Associationとの連携を通じて、とくに欧州へ向
けた大学のネットワーク拡大へ向けて大きな推進
力が得られた。このことは、大学として学生に提
供するカリキュラムの充実にとどまらず、教職員
個々の国際化への意識の高まりにも強く寄与する
ものであった。

慶應義塾大学には大学・大学院全体で現在23
のダブルディグリープログラムが運用されてお
り、国内大学でも随一の規模だ。その半数以上は
本学理工学部・大学院理工学研究科が用意するプ
ログラムであり、参加学生数も日本人・留学生合
わせて累計で260名を超えた。このプログラムは
通常の課程と比較して、学位を2つ取得すること
から、負担は大きく修了までの期間も長いにもか
かわらず、一定の支持を集めているのは特筆すべ
きことであろう。修了したことでどのような力が
身についたか、まだ社会に出て間もない修了生た
ちには実感としてとらえる段階には達していない
と思われるが、一言でいえば、異文化への対応能
力が格段に強くなったことは確かだろう。特に日
本人学生の参加者は、そもそも成長が著しい年ご
ろとはいえ、留学前と後で顔つきが変わり目に見
えて逞しさが身についている。それまでは話が通
じることが前提として送ってきた生活が一変し、
外国の厳しい環境におかれ、新しい出会いを経験
し、課程を修了したことで己への自信が深まった
ように見える。一方、本学での2年間を修士課程
で過ごした欧州からの留学生も、異なる習慣に戸
惑いながらも研究室での生活や日本の多彩な文化
に触れて、おそらく自国で過ごすのとは異なる成

長を遂げていると見受けられる。

プログラムの運用の枠組みは、交換留学と一般
的な大学院の入学から修了までの組み合わせたも
のであり、既存のルールに対して大きな変更は必
要としない。その意味で、大学側の運用上の負担
は小さい。一方で、上記のように、学生に与える
インパクトは大きいため、大学としては費用対効
果が高いプログラムであるといえる。さらに、大
学院生を仲立ちとした国際共同研究へと発展した
例も散見されることから、大学としてのアウトカ
ムは2重、3重の効果がある。

また、ダブルディグリープログラムへの参加準
備と称して個々の教員・グループで行われた多様
な取り組みは、大学全体に国際化への意識を高め
る効果を顕著にもたらしたといえる。一部の学科
ではこの事業をきっかけとして定常的な学術交流
へと発展しているし、実際に導入プログラムへの
参加をきっかけにダブルディグリープログラムに
よる留学を真剣に考えたという例が散見される。
事業終了後の資金獲得については様々な可能性が
ここに模索されていくことであろう。

さて、欧州を中心に世界の大学で行われている
ダブルディグリープログラムには様々な形式のも
のがあり、T.I.M.E. Associationで推奨する形式
（1年半以上の海外経験と1年間の追加期間）は学
位取得へ向けた条件が厳しいものに属する。修了
生は価値のある経験をしたと口々に話すが、本当
のアウトカム評価の方法についてはまだ議論が続
けられているが、修了生個々の実力はともかく、
運営する大学同士のネットワーク強化については
明らかな成果が認められ、本事業のアウトカムと
しても極めて高いものが得られたと確信する。

まとめ

「グローバルエンジニア育成のための欧州理工系大学との
連携プログラムの構築」事業を終えて

※「International Symposium on Double Degree Strategy 2015」の資料及び発言
記録は以下のウェブサイトに掲載されています。
http://www.st.keio.ac.jp/contents/ic/news/2015DDSymposium_report.html
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